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河童の三平河童の三平、、悪魔くん悪魔くんがデビューがデビュー

　市内を走るはまるーぷバスに、フルラッピング

を施した２台が新たに登場しました。

　今回追加されたのは、水木しげる先生の代表作

でもある「河童の三平」と「悪魔くん」のキャラ

クターが描かれた車両で、既に運行している鬼太

郎ファミリーのバスと併せてフルラッピングバス

が計３台となりました。

　２台あわせて計２４体のキャラクターが生き生

きと描かれており、市民の交通手段としてだけで

なく、市を訪れた観光客にも注目を集めそうです。

境港市が誕生して、今年で６０年
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　昨年１１月３０日に亡くなられた水木しげる先生の生誕日でもある３月８日に、文化ホールで「水

木しげる先生を偲ぶ会」を開催しました。

　当日会場には、市民をはじめ全国の水木先生のファンなど約５００人の列席があり、鬼太郎音頭披

露や活動写真弁士による水木先生の作品上演のほか、京極夏彦さんと水木先生の次女・悦子さんによ

る対談では、水木先生の微笑ましいエピソードが紹介され、会場全体が温かい気持ちに包まれました。

　会の終わりには、市内中学校の吹奏楽部による合同演奏に合わせて、来場者全員で「ありがとう」

を合唱し、あらためて、ふるさと境港の大恩人である水木先生への感謝の気持ちを表しました。
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　境港市制施行６０周年を記念し、市民のより一層の健康の保持増進ならびにスポーツの推進を図るため「特別巡

回ラジオ体操・みんなの体操会」を開催します。

　どなたでも無料で無料で参加できますので、ＮＨＫラジオ放送を通して、皆さんの元気を全国に発信しましょう。

▼と　き　４月１７日（日）午前６時～

　※午前６時３０分からＮＨＫラジオ第１放送で

　　全国に生放送されます。

▼ところ　誠道小学校グラウンド

　　　　　（雨天時は誠道小学校体育館）

▼日　程

※午前６時までに会場へお越しください。

午前５時３０分　　　開場

午前６時　～　　　　開会式

午前６時１０分　～　事前説明・準備運動

午前６時３０分　～　ラジオ体操（生放送）

　　　　６時４０分　

午前６時５０分　～　ポイントレッスン（参加自由）

▼出　演

体操指導　　：　岡本美佳さん

ピアノ演奏　：　名
ながわ

川太郎さん

アシスタント：　天
あまいざわ

井澤愛里沙さん、清水沙希さん

▼注意事項

◇体操のできる服装・靴（スニーカーなど）でご参加ください。

◇雨天の場合は、会場が誠道小学校体育館となり、会場が狭小のため参加者数を先着１５０人までに制限させてい

　ただきます。

◇雨天の場合は、室内シューズをご持参ください。

◇雨天の場合も、会場までお越しいただいた人全員に参加記念品を贈呈します。

▼駐車場（台数・会場までの距離）

①学校給食センター（１００台・５００m）

②第二中学校（５０台・７５０m）

③市民体育館・文化ホール（３００台・シャトルバスで往復輸送）

　※ シャトルバスは第２市民体育館入口前から会場まで、午前５時１５分から８時３０分の間、約１０分間隔で運

行します。

◇混雑が予想されるため、誠道小学校周辺への一般車両の進入はご遠慮ください。

◇会場周辺の駐車場には限りがあるため、徒歩・自転車のほか、自家用車の場合はできるだけ乗り合わせてご来場

　ください。

◇案内標識や係員の指示に従って駐車してください。

▼問い合わせ先　　生涯学習課文化体育係（☎４７－１０９３）

境港市制施行６０周年記念

　特別巡回ラジオ体操
　　　　　・みんなの体操会
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　　賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者の人や低年金受給者の人に対して、年金生活者等支援臨時福祉

　給付金を支給します。

　【支給対象者】　
　　　平成２７年度臨時福祉給付金の対象者のうち、平成２８年度中に６５歳以上となる人が対象です。

　【申請書】
　　　支給対象となる可能性のある人には４月中旬に郵送します。

　　※ 支給対象なのに５月になっても申請書が届かない場合など、詳しくはお問い合わせください。

　【支給額】　
　　　支給対象者１人につき３万円（１回限り）

　　※ ５月下旬以降の支給となります。

　【受付期間】　
　　　４月１８日（月）～７月１９日（火）

　【受付場所】　
　　　６月３日まで　　           市役所分庁舎

  　　 ６月６日～７月１９日　　市役所本庁舎１階

　【申請方法】　
　　　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付のうえ、受付期間内に上記受付場所へ持参、または、地域振興課へ

　　郵送してください。

　　○提出書類
　　　①　申請書

　　　②　本人確認書類のコピー

　　　　　保険証、運転免許証、パスポート等のコピー

　　　　　※ マイナンバーの「通知カード」は本人確認書類としてご利用いただけません。

　　　③　通帳のコピー

　　　　　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳のコピー

　　　　　※ 平成２７年度臨時福祉給付金を境港市で受給した人で、同一口座への振込を希望される場合

　　　　　　は必要ありません（申請書に口座が印字してある場合に限ります）。

　【ご注意】
　　・受付期間などは、各市町村により異なります。境港市以外が申請先となる人は、事前にその市町村に問い合わせ

　　るか、ホームページなどで確認してください。

　　・高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の“振り込め詐欺”や“個人情報の搾取”にご注意くだ　

　　さい。ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員などをかたった不審な電話がかかってきたり、郵便が届いたら、

　　お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話（☎＃９１１０））にご連絡ください。

　【問い合わせ先】
　　・制度に関するお問い合わせ

　　　　厚生労働省　２つの給付金に関する専用ダイヤル（☎０５７０－０３７－１９２）

　　・申請に関するお問い合わせ

　　　　地域振興課給付金担当　（☎４６－０２９４）

高 齢 者 向 け 給 付 金 の お 知 ら せ
 (年金生活者等支援臨時福祉給付金 )

カクニンジャ

確認じゃ！
給付金。
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高 齢 者 向 け 給 付 金 の よ く あ る ご 質 問 
(年金生活者等支援臨時福祉給付金 )

Ｑ．平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者とはどのような人ですか？　

Ａ．平成２７年度の住民税が課税されていない人です。
　　（ただし、住民税において課税者の扶養親族となっている場合や、生活保護の被保護者となっている
　　場合などは除きます。）

Ｑ．平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当しますが、実際には受給していません。今回の給
　　付金の支給対象者になりますか？

Ａ．支給対象者になります。６５歳以上で、平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当する人で
　　あれば、実際に受給したか否かは問いません。

Ｑ．年金を受給していなくても、支給要件を満たせば、今回の給付金の支給対象者となりますか？

Ａ．支給対象者になります。年金を受給しているか否かは問いません。

Ｑ．平成２８年度中に６５歳以上になる人というのは、いつまでに生まれた人ですか？

Ａ．昭和２７年４月１日以前に生まれた人です。昭和２７年４月１日に生まれた人を含みます。

Ｑ．申請書を手に入れるにはどうすれば良いですか？

Ａ．対象となる可能性のある人には４月中旬に申請書をお送りします。対象となるはずなのに、５月に
　　なっても申請書が届かない場合には、地域振興課給付金担当（☎４６－０２９４）までご連絡くだ
　　さい。

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

　

国
保
税
の
算
定
は
７
月
で
す
。
納

税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。

　

国
保
税
は
、
今
年
度
か
ら
１
人
当

た
り
平
均
12
・
７
％
の
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

境
港
市
の
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
毎
年
増
加

を
続
け
る
中
で
、
平
成
27
年
度
決
算

で
は
、
１
億
円
を
超
え
る
赤
字
に
な

る
見
込
み
で
す
。
皆
さ
ん
の
保
険
給

付
費
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国

保
税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
税
は
国
民
健
康
保
険
の
運
営

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
異
動
の
届
出

　

社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
た
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
。
国
保
の
資
格

は
喪
失
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険

証
と
国
民
健
康
保
険
証
、
印
章
を
持

参
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

手
続
き
を
行
わ
な
い
と
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
国
保
税
が
賦
課
さ
れ
ま

す
。

▼
所
得
申
告
書
の
提
出

　

国
保
の
加
入
者
は
、
確
定
申
告
と

は
別
に
、
国
保
税
の
金
額
を
決
定
す

る
た
め
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
国
保

税
の
軽
減
措
置
の
対
象
者
で
も
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
医
療
費
の
節
減

　

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
定
期
的
に
健
康
診
断
な
ど
を
受
け

　

ま
し
ょ
う

◇
健
康
を
意
識
し
た
生
活
習
慣
を
身

　

に
つ
け
ま
し
ょ
う

◇
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

◇
休
日
や
時
間
外
の
受
診
は
で
き
る

　

だ
け
避
け
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
皆
さ
ん
へ
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平
へい

成
せい

２８年
ねん

４月
がつ

１
ついたち

日に

  障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

が

                       
 施
し

行
こう

されました

○障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

とは

　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

は、障
しょう

がいを理
りゆう

由とする差
さべつ

別の解
かい

消
しょう

の推
すいしん

進に関
かん

する基
き

本
ほん

的
てき

なことがらや、国
くに

の行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

および民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

における障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

とする差
さべつ

別を解
かい

消
しょう

するための措
そ ち

置について定
さだ

めることによ

り、すべての国
こくみん

民が障
しょう

がいの有
う

無
む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相
そうご

互に人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら共
きょう

生
せい

する社
しゃかい

会の実
じつ

現
げん

を目
もく

的
てき

としています。

○「障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」を禁
きん

止
し

　この法
ほう

律
りつ

では、国
くに

の行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

や地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

および民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、「障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

として障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

と

不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

いをすることにより、障
しょう

がい者
しゃ

の権
けん

利
り

利
り

益
えき

を侵
しん

害
がい

してはならない。」と定
さだ

めています。

…「障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」とは…

　障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

として、正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく、サービスの提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

し

たり、制
せい

限
げん

したり、条
じょう

件
けん

を付
つ

けたりするような行
こう

為
い

をいいます。

　≪不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

いの例
れい

≫

　　・障
しょう

がいを理
り

由
ゆう

としてサービスの提
てい

供
きょう

や入
にゅう

店
てん

を拒
きょ

否
ひ

すること。

○障
しょう

がい者
しゃ

への合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

　障
しょう

がいのある人
ひと

から何
なん

らかの配
はい

慮
りょ

を求
もと

める意
い

思
し

表
ひょう

明
めい

があった場
ば

合
あい

には、負
ふ

担
たん

になり過
す

ぎない範
はん

囲
い

で、社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

を取
と

り除
のぞ

くために必
ひつ

要
よう

で合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

を行
おこな

うことが求
もと

められます。

　こうした配
はい

慮
りょ

を行
おこな

わないことで、障
しょう

がいのある人
ひと

の権
けん

利
り

利
り

益
えき

が侵
しん

害
がい

される場
ば

合
あい

も、差
さ

別
べつ

に当
あ

たります。知
ち

的
てき

障
しょう

がいなどにより本
ほん

人
にん

自
みずか

らの意
い

思
し

を表
ひょう

明
めい

することが困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

には、その家
か

族
ぞく

などが本
ほん

人
にん

を補
ほ

佐
さ

して意
い

思
し

の表
ひょう

明
めい

を

することもできます。

　≪合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の例
れい

≫

　　　・障
しょう

がいのある人
ひと

の障
しょう

がいの特
とく

性
せい

に応
おう

じて、筆
ひつ

談
だん

や読
よ

み上
あ

げなどで

　　　　対
たい

応
おう

すること。

　　　・車
くるま

いすの人
ひと

が、乗
の

り物
もの

に乗
の

る時
とき

に手
て

助
だす

けをすること。
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○法
ほう

のポイント

　　「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

い」と「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の不
ふ

提
てい

供
きょう

」が禁
きん

止
し

されます。

 　　※民
みんかんじぎょうしゃ

間事業者における合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

は、努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

です。

○相
そう

談
だん

、紛
ふん

争
そう

解
かい

決
けつ

のしくみについて

　障
しょう

がいのある人
ひと

からの相
そう

談
だん

や紛
ふん

争
そう

解
かい

決
けつ

に関
かん

しては、すでに、その内
ない

容
よう

に応
おう

じて、例
たと

え

ば行
ぎょう

政
せい

相
そう

談
だん

委
い

員
いん

による行
ぎょう

政
せい

相
そう

談
だん

やあっせん、人
じん

権
けん

に関
かか

わる相
そう

談
だん

であれば、法
ほう

務
む

局
きょく

・人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

による人
じん

権
けん

相
そう

談
だん

といった、さまざまな制
せい

度
ど

により対
たい

応
おう

しています。この法
ほう

律
りつ

で

は、すでにある機
き

関
かん

の活
かつ

用
よう

などにより、その体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

を図
はか

ることにしています。

　Ｑ．行
ぎょうせいきかん

政機関が「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

い」を行
おこな

ったり「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」を行
おこな

わないときの

　　　相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

はどこですか。

　Ａ．その行
ぎょうせいきかん

政機関の苦
く

情
じょう

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

等
とう

にお申
もう

し出
で

ください。

　　　行
ぎょうせいきかん

政機関の職
しょく

員
いん

の対
たい

応
おう

に問
もん

題
だい

がある場
ば

合
あい

などは、まずは、その職
しょく

員
いん

が所
しょ

属
ぞく

する行
ぎょう

政
せい

　　　機
き

関
かん

の苦
く

情
じょう

相
そう

談
だん

などの窓
まど

口
ぐち

に申
もう

し出
で

ることが考
かんが

えられます。そのほか、例
たと

えば、行
ぎょう

　　　政
せい

相
そう

談
だん

委
い

員
いん

による行
ぎょう

政
せい

相
そう

談
だん

や人
じん

権
けん

に関
かか

わる相
そう

談
だん

であれば法
ほう

務
む

局
きょく

などに相
そう

談
だん

すること

　　　も考
かんが

えられます。

　Ｑ．雇
こ

用
よう

における障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する差
さ

別
べつ

もこの法
ほう

律
りつ

の対
たい

象
しょう

になるのですか。

　Ａ．雇
こ

用
よう

については、障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

促
そく

進
しん

法
ほう

に定
さだ

めるところによります。

○「障
しょう

がい」を理
り

解
かい

するために

　まず、正
ただ

しく「障
しょう

がい」を理
り

解
かい

することが大
たい

切
せつ

です。

　障
しょう

がいの理
り

解
かい

を深
ふか

めるために、鳥
とっ

取
とり

県
けん

では「あいサポート運
うん

動
どう

」に取
と

り組
く

んでいます。

　境
さかい

港
みなと

市
し

でも、あいサポート運
うん

動
どう

を推
すい

進
しん

していくために、地
ち

域
いき

や職
しょく

場
ば

等
とう

で行
おこな

われる研
けん

修
しゅう

などを開
かい

催
さい

していますの

で、ご希
き

望
ぼう

があれば福
ふく

祉
し

課
か

までご相
そう

談
だん

ください。

▼問
と

い合
あ

わせ先
さき

　　福
ふく

祉
し

課
か

福
ふく

祉
し

係
がかり

　　（☎４７－１１２１　FAX４２－５９８７）

 　　Mail fukushi@city.sakaiminato.lg.jp

不
ふとう

当な差
さべつてき

別的

取
と

り扱
あつか

い

障
しょう

がい者
しゃ

への

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

国
くに

の行
ぎょうせいきかん

政機関

地
ちほう

方公
こうきょうだんたい

共団体 禁
きん

　止
し

法
ほう

的
てき

義
ぎ

務
む

民
みんかんじぎょうしゃ

間事業者 禁
きん

　止
し

努
どりょく

力義
ぎ

務
む
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自治防災課からのお知らせ

〇避難場所の案内図を一新しました！
　学校、公民館、集会所など市内４１カ所に設置している避難場所案内図（看板）について、津波避難ビルや原子力災害

時の一時集結所などを加えて更新しました。また、新たに夕日ヶ丘二丁目集会所にも設置しました。

　日頃から、近隣の避難所の場所を確認しておき、災害に備えましょう。

≪ 避難所の種別とマーク ≫

〇指定緊急避難場所（　　）とは

　　地震等の災害が発生し、または発生するおそれがある場合、危険から緊急に逃れるための避難場所です。災害の種

　別ごとに公民館、学校、公園などを指定しています。

〇指定避難所（　　）とは

　　災害により家に戻れなくなった場合など、一定期間、避難生活を送るための場所です。公民館、学校、体育館などを

　指定しています。

　　※指定緊急避難場所と指定避難所は相互に兼ねることができます。 （ 　　　）

〇津波避難場所（　　）、津波避難ビル（　　）とは 　  

　　指定緊急避難場所のうち、津波が発生し、または発生するおそれがある場合、一時的に避難する施設です。市の施設

　の他、民間企業等にもご協力いただいています。

〇原子力災害時一時集結所（　　）とは

　　原子力災害が発生し、避難指示があった場合に、自家用車以外で避難する方が一時的に集合する施設です。一時集結

　所からバス等で避難を行います。公民館、学校等を指定しています。安定ヨウ素剤の配布も行います。

〇コンクリート屋内退避施設（　　）とは

　　原子力災害時に、屋内退避に適した施設です。コンクリート屋内退避施設は全て、一時集結所を兼ねています。

【避難場所案内図の例（境公民館設置）】

市報さかいみなと　8



〇防災行政無線の情報配信について
　防災行政無線の放送内容は電話やメール、防災ラジオでも確認・取得することができます。内容が聞き取りにくい

場合などにご活用ください。

◇電話での確認（最新の６件）

　　防災行政無線の放送内容について、最新の６件を確認できます。

　　　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

◇防災ラジオで聞く

　　防災行政無線の放送内容を防災ラジオでも聞くことができます。防災ラジオは、自治防災課で貸し出しをおこな

　っていますので、お問い合わせください。

　　また、防災ラジオは平常時にはラジオとして利用できます。

◇あんしんトリピーメールでの受信

　防災行政無線の放送内容を、あんしんトリピーメールで配信しています。

　【あんしんトリピーメール登録方法】
　　①e-tottori-safe@xpressmail.jpに空メールを送る。

　　②返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）に接続する。

　　③あんしんトリピーメール登録変更画面で配信希望地域の「境港市」にチェックを入れる。

　　④あんしんトリピーメール登録変更画面で「その他情報」の受信したい情報にチェックを入れる。

　　⑤ページを進め、登録をクリックすると登録が完了する。

　　※詳しくは、県ホームページ（http://www.pref.tottori.lg.jp/252035.htm）をご覧ください。

　◇利用上の注意事項
　　・利用登録・サービス利用は無料ですが、メール送受信時の通信料は利用者の負担になります。

　　・配信希望地域で「境港市」以外にチェックを入れると、境港市以外の情報も配信されます。

　　・県内の気象情報や災害情報等も配信登録することができます。

　　・迷惑メール設定の関係で返信メールが届かない場合がありますので、届かない場合は、使用している携帯電話

　　　会社にお問い合わせください。

　　・防災行政無線で放送した内容であっても、「その他の情報」でチェックを入れていない情報については配信され

　　　ません。

　【登録済みの人へ登録内容の変更のお願い】
　　これまでは、登録画面の「その他の情報」で「防災・危機管理情報」を選択いただければ防災行政無線の放送内

　容の情報が取得できていましたが、平成２８年９月以降、放送内容に即した区分で配信を行うことになるため、放

　送内容により取得できなくなる情報があります。

　　現在、防災行政無線の情報配信を目的に「防災・危機管理情報」のみ登録されている人は、取得したい情報区分

　を選択するなど、登録内容の変更をお願いします。

　　なお、登録内容の確認・変更方法は上記の登録方法と同じ手順です。

〇原子力防災ハンドブックを配布します
　　原子力防災ハンドブックを市報に折り込んでいます。

　　原子力災害は、他の災害と異なり、「五感で感じることができない」ため事前に災害に関する知識などを身につけ

　ておくことが大切です。ハンドブックを確認し、原子力防災に対する理解を深めましょう。

▼問い合わせ先

　　自治防災課危機管理室

　　（☎４７－１０７１　FAX４６－０２９９）

 　　Mail jichibousai@city.sakaiminato.lg.jp
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今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、「
公
明

正
大
な
市
政　

市
民
と
共
に
築
く
風

格
の
あ
る
ま
ち
」
の
政
治
理
念
の
も

と
、
市
民
の
立
場
・
視
点
に
立
っ
た
、

公
平
公
正
な
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
、「
協
働
と
改
革
」、「
連
携
と

共
栄
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
財
政
の

健
全
化
や
地
域
・
圏
域
の
活
性
化
な

ど
に
鋭
意
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果

が
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
進
行
し
て
い
る
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
、
そ
れ
に
伴
う
港
湾
区
域
周

辺
の
賑
わ
い
の
創
出
、
境
漁
港
の
高

度
衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場
の
整
備
、

市
民
会
館
に
代
わ
る
新
た
な
交
流
と

防
災
の
拠
点
施
設
の
整
備
な
ど
、
本

市
の
将
来
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
う

い
っ
た
重
要
な
事
業
を
、
責
任
を

も
っ
て
、
し
っ
か
り
と
実
行
し
て
い

く
、
そ
の
こ
と
は
、
私
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
り
、

先
般
次
期
市
長
選
へ
の
出
馬
を
表
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

再
び
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
対
し
、
初
心
に
立
ち
返
っ

て
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
、
地
方
創
生
元
年
と

し
て
人
口
減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小

を
克
服
し
、
地
域
に
さ
ら
な
る
活
力

を
生
み
出
す
た
め
の
指
針
と
な
る
境

港
市
総
合
戦
略
を
、
市
民
の
代
表
の

皆
さ
ま
や
産
業
界
、
学
校
、
金
融
機

関
な
ど
幅
広
い
分
野
の
皆
さ
ま
に
積

極
的
に
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
年
は
、
そ
の
総
合
戦
略

に
掲
げ
る
「
３
つ
の
港
と
水
産
・
観

光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
「『
子
育
て
す
る
な
ら
境
港
』
を

標
榜
し
た
子
育
て
環
境
づ
く
り
」
を

市
政
運
営
の
柱
に
据
え
、
こ
れ
ま
で

地
方
創
生
に
先
駆
け
て
懸
命
に
取
り

組
ん
で
き
た
施
策
を
、
産
官
学
金
労

言
各
界
各
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
圏
域
が
有
す
る
観
光
、

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
県
境
を
越
え
た

広
域
連
携
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す

る
こ
と
で
、
圏
域
の
一
体
的
発
展
を

め
ざ
す
「
真
の
地
方
創
生
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
や

防
災
・
環
境
対
策
、
教
育
環
境
の
整

備
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど
、
市

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
暮
ら
し
に

根
ざ
し
た
基
本
的
な
施
策
も
確
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

折
し
も
本
年
は
境
港
市
制
施
行
60

年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
や
先
人

た
ち
の
努
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
磨
き
を

か
け
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
飛

躍
・
発
展
の
契
機
と
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
が
未
来
に
向
か
っ
て
輝
き
続

け
る
た
め
、「
境
港
市
創
生
」
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
踏
み
込
ん
だ
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
末
の

実
質
的
な
市
債
残
高
は
、
ピ
ー
ク
時

の
半
分
以
下
に
減
少
し
、
償
還
額
で

あ
る
公
債
費
も
平
成
21
年
度
か
ら
減

少
し
続
け
る
な
ど
、
一
定
の
財
政
健

全
化
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
さ
ら
に

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
大
に
加
え
、
既

存
の
公
共
施
設
の
改
修
や
新
た
な
施

設
整
備
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
今
後

も
堅
実
な
財
政
運
営
に
徹
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
を
な

す
市
税
収
入
は
顕
著
な
好
転
が
見
込

め
ず
、
地
方
交
付
税
も
減
少
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
費
等
の
積
極

的
な
確
保
に
努
め
、
歳
入
規
模
に
見

合
っ
た
予
算
の
編
成
を
基
本
と
し
、

真
に
必
要
な
施
策
の
取
捨
選
択
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が３月２日から２４日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
平成２８年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
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ま
た
、
境
港
市
総
合
戦
略
に
基
づ

き
、
地
域
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
圏
域
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
、
平
成
27
年
度
予
算
に
お
い

て
一
部
事
業
を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
、

よ
り
有
利
と
な
る
財
源
の
確
保
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
へ
の
対
応
、

市
民
体
育
館
な
ど
の
耐
震
改
修
や
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
を
計
上
す

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
規
律
あ

る
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
施
策
や
喫
緊
の
課

題
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、
で
き

る
限
り
配
慮
し
て
編
成
し
て
お
り
ま

す
。協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
創
り
上

げ
て
い
く
」
こ
の
こ
と
を
、
ま
ち
づ

く
り
の
原
点
と
し
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
提
唱
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
日
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
が
浸
透

し
、
様
々
な
場
面
で
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
、
自
治
会
、
市
民
活

動
団
体
、
事
業
所
な
ど
が
互
い
の
立

場
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す

べ
き
役
割
と
責
任
を
分
担
し
な
が
ら
、

住
み
良
い
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
、
本
年
で
開

設
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記

念
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
体
験
型
の
催
し
や
、
講

演
会
な
ど
を
通
じ
て
、
活
動
の
楽
し

さ
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

市
民
活
動
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
、「
魅
力
と

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
将
来
都
市

像
を
「
環
日
本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
」

と
定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々

な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
は
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
、

そ
の
方
向
に
沿
っ
た
今
後
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ま
と
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
市
政

運
営
の
基
礎
と
す
る
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
期
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
が
有
す
る
重

要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
３
つ
の
港
や

水
産
・
観
光
資
源
を
生
か
し
た
取
り

組
み
と
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
基
軸

は
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も

の
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、「
環
日

本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
」
の
発
展
イ

メ
ー
ジ
も
、
基
本
的
に
継
承
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

境
港
市
総
合
戦
略
や
今
月
中
に
策

定
す
る
美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
内
容
を
包
含
し
た
計
画
と

し
て
、
今
後
、
市
議
会
や
総
合
計
画

審
議
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
で
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
観
光
や

産
業
振
興
、
環
境
保
全
、
防
災
対
策

で
の
連
携
、
若
者
の
就
業
・
婚
活
へ

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地

方
創
生
に
つ
い
て
も
、
圏
域
版
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
圏
域
人
口
60
万

人
の
維
持
を
基
本
目
標
に
、
国
内
外

を
視
野
に
入
れ
た
力
強
い
産
業
圏
域

の
形
成
な
ど
に
向
け
た
、
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
を
活
用
し
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
推
進
や
３
大
都
市
圏
で

の
圏
域
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
と
し
た
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
圏
域

の
観
光
振
興
や
産
業
振
興
、
人
口
の

流
入
に
資
す
る
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
イ
ン
ド
の
ケ

ラ
ラ
州
と
経
済
分
野
な
ど
の
交
流
拡

大
を
図
る
た
め
に
覚
書
を
締
結
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議

会
と
連
携
し
て
、
経
済
界
の
交
流
の

促
進
を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
て

い
く
上
で
、
事
務
局
体
制
の
強
化
も

行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
会
長
市
に

設
置
し
て
お
り
ま
し
た
事
務
局
を
、

松
江
市
玉
湯
支
所
に
固
定
す
る
と
と

も
に
、
事
務
局
長
に
は
観
光
分
野
に

も
精
通
し
て
お
ら
れ
る
民
間
出
身
者

を
登
用
す
る
な
ど
、
官
民
か
ら
な
る

６
人
の
専
任
職
員
に
よ
り
、
事
業
展

開
の
継
続
性
の
確
保
や
官
民
連
携
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

　

平
成
21
年
に
開
設
さ
れ
た
環
日
本

海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、
当
圏
域

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

極
め
て
重
要
な
「
海
の
道
」
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
鳥
取
県
や
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
と
協
調
し
て
、
運

航
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
観
光
や
経
済
活
動
を
支

え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
こ

の
圏
域
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
昨
年
は
、
過
去
最
高
の
２
万

７
千
人
余
の
旅
客
数
を
記
録
し
、
当

圏
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
大
き

く
貢
献
し
た
ほ
か
、
米
子-

ソ
ウ
ル

便
と
連
携
し
た
江
原
道
ツ
ア
ー
等
の

旅
行
商
品
が
造
成
さ
れ
る
な
ど
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
以
降
、
２
年
お
き
に
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

、
東
京
、
北
京
と
、
ア
ジ
ア
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
続
き
、
こ

れ
ら
と
連
携
し
た
航
路
の
活
用
も
期

待
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
発
展
性
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
圏
域
と

対
岸
諸
国
を
つ
な
ぐ
こ
の
航
路
の
必

要
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
内
南
地
区
の
貨
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
早
期
完
成
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
も
、
こ
の
航
路

の
存
在
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
航
路
の
安
定
運
航
が
不
可
欠

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
状
、
ロ
シ
ア
経
済
の
低
迷
に
よ

り
貨
物
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
い
る

ほ
か
、
舞
鶴
港
や
新
潟
港
と
の
航
路

誘
致
競
争
が
激
化
す
る
な
ど
、
航
路

を
取
り
巻
く
環
境
が
依
然
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
当
面
一
年
間
の
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

環
日
本
海
交
流
の
推
進
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米
子-

ソ
ウ
ル
便
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
に
就
航
15
周
年
を
迎
え
ま

す
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
昨
年
は
平
成
13
年
の
就
航

以
来
、
過
去
最
高
と
な
る
３
万
５
千

人
を
超
え
る
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
韓
国
を
は
じ
め
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
当
圏
域
の
認
知
度
向
上

や
旅
行
商
品
の
造
成
な
ど
に
取
り
組

み
、
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
香
港

便
と
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
、
山
陰

地
方
唯
一
の
国
際
空
港
の
地
位
を
確

立
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

観

光

振

興

　

ふ
る
さ
と
境
港
の
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
い
た
だ
き
、
本
市
の
大
恩

人
で
あ
り
ま
す
水
木
し
げ
る
先
生
の

お
別
れ
会
が
、
関
係
者
や
フ
ァ
ン
な

ど
、
多
く
の
人
々
の
参
列
の
も
と
１

月
31
日
、
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
水
木
先
生

へ
心
か
ら
感
謝
と
哀
悼
の
意
を
表
す

る
た
め
、
鳥
取
県
や
市
内
の
関
係
団

体
と
と
も
に
、
３
月
８
日
に
水
木
し

げ
る
先
生
を
偲
ぶ
会
を
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観

光
入
込
客
数
は
、
１
９
７
万
人
余
と

わ
ず
か
に
２
０
０
万
人
に
は
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
は
、
年
始
の

天
候
が
穏
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
水
木
先
生
を
偲
び
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

前
年
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
か
ら
６
月
頃
に
累
計

入
込
客
数
が
３
千
万
人
に
達
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
に
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に
待
望
の

ホ
テ
ル
御お

ん
や
ど宿

野の

の乃
が
開
業
し
、
通
過

型
観
光
地
か
ら
滞
在
型
観
光
地
へ
の

転
機
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
月
か
ら
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
夜
間
演
出
を
先

行
す
る
形
で
、
河
童
の
泉
と
水
木
し

げ
る
記
念
館
前
庭
の
夜
間
照
明
を
開

始
し
、
今
月
中
に
市
内
の
夜
景
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
ナ
イ
ト

マ
ッ
プ
を
発
行
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
夜
の
魅
力
度
向
上

や
賑
わ
い
創
出
、
滞
在
時
間
の
延
長

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
境
港
へ
の
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
寄
港
は
23
回
で
、
国
内
外

か
ら
過
去
最
高
の
約
１
万
９
千
人
の

お
客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
本
年
は
、
こ
れ
を
上
回
る
30

回
以
上
の
寄
港
で
、
４
万
か
ら
５
万

人
の
来
客
数
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
観
光
案
内
や
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
内
の
物
産
・
観

光
情
報
を
共
通
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
ア
プ
リ
を
活
用
し
多
言
語
で
発

信
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
外
国
人
観
光
客
の
お
も

て
な
し
と
誘
客
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
京
便
が
今
月
27
日
か
ら
の
夏

ダ
イ
ヤ
に
お
い
て
一
日
６
便
の
継
続

に
加
え
、
５
月
ま
で
の
期
間
と
10
月

の
限
定
で
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
一

日
７
便
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
国
際
線
は
、
香
港
と
の
定

期
便
が
就
航
す
る
予
定
で
あ
り
、
当

圏
域
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
鳥
取

県
や
米
子
空
港
利
用
促
進
懇
話
会
な

ど
関
係
団
体
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

空
港
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
27
年
の
水

揚
量
は
、
12
万
６
千
ト
ン
余
で
、
前

年
比
約
９
％
増
で
全
国
第
３
位
、
水

揚
金
額
は
、
前
年
比
約
７
％
増
で
、

７
年
ぶ
り
に
２
百
億
円
を
超
え
、
全

国
第
８
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
水
産
資
源
の

減
少
や
漁
業
就
業
者
の
減
少
、
高
齢

化
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
中
、
境
漁
港
の
高
度

衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場
整
備
が
、

い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
、
現

在
、
岸
壁
の
水
深
を
深
く
す
る
増
深

工
事
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
は
、
３
号
上
屋
の

改
築
や
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
新

築
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
全
事
業
の
完
成
は
、
平
成
32

年
度
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
鳥

取
県
や
水
産
業
界
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
早
期
完
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
水
産
業
の
担
い
手
育
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
漁
船
乗
組
員
や
、

養
殖
業
従
業
員
を
新
た
に
雇
用
し
て
、

研
修
事
業
を
行
う
企
業
等
を
引
き
続

き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
移
住
・
定

住
の
促
進
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

魚
食
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
の
体
験
事
業

で
あ
る
、
お
さ
か
な
探
検
事
業
や
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
キ
ッ
チ
ン
事
業
な
ど

を
継
続
す
る
ほ
か
、
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
、

水
産
ま
つ
り
、
カ
ニ
感
謝
祭
、
中
野

港
漁
村
市
な
ど
、
水
産
資
源
と
観
光

資
源
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
、
本
市
の
「
さ
か
な
」
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
新
た
に
、
境
漁
港
で
水
揚
げ

さ
れ
る
魚
の
下
処
理
、
お
ろ
し
方
、

調
理
方
法
な
ど
、
手
順
を
追
っ
て
、

写
真
で
紹
介
す
る
「
境
港
の
お
さ
か

な
レ
シ
ピ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
製
作
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
、
商
工
業
の
振
興

と

雇

用

の

創

出

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
鳥
取
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

青
年
就
農
給
付
金
、
農
地
賃
借
料
助

成
事
業
、
就
農
条
件
整
備
事
業
等
の

諸
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
業

の
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
委
員
会
が
実
施
し

て
い
る
農
地
利
用
意
向
調
査
や
全
国

農
地
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
農

地
の
状
況
把
握
に
努
め
、
新
規
就
農

者
や
認
定
農
業
者
等
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
再
生
可
能
な
農
地
は
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
農
地
再

生
事
業
に
取
り
組
み
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

農
業
、
商
工
業
の
振
興

と

雇

用

の

創

出

観

光

振

興
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伯
州
綿
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、

境
港
市
農
業
公
社
に
お
い
て
、
引
き

続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
市
民
栽

培
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
現
在

の
栽
培
面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
永
続
的
な
栽
培
、

商
品
化
、
販
売
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
活
性
化
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
家

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

伯
州
綿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行

う
、
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校
で
の

授
業
や
米
子
南
高
等
学
校
と
の
新
商

品
の
共
同
開
発
な
ど
を
通
じ
、
引
き

続
き
、
若
い
世
代
へ
伝
統
的
地
域
資

源
で
あ
る
伯
州
綿
を
継
承
す
る
活
動

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
有
す
る
３
つ
の
港
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
鳥
取
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
企
業

立
地
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
・
定
住
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
や
女
性
等
に
よ
る
創

業
を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
連
携
事
業

と
し
て
、
平
成
28
年
度
は
松
江
市
で

商
談
会
を
開
催
し
、
販
路
開
拓
や
新

商
品
開
発
へ
と
つ
な
が
る
事
業
者
間

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ

を
圏
域
で
継
続
し
て
開
催
し
、
特
産

品
や
加
工
品
な
ど
、
山
陰
が
誇
る
逸

品
を
国
内
外
へ
情
報
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
中

に
道
路
本
体
の
詳
細
設
計
が
概
ね
完

成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
引
き
続
き
、
夜

間
照
明
や
植
栽
等
、
道
路
に
付
属
す

る
部
分
の
設
計
を
進
め
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
着
工
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
沿
道
の
景
観
形
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
よ
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
合
わ
せ
た
街

な
み
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

の
発
意
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
、
街
な
み
環
境
整

備
事
業
と
し
て
、
全
体
計
画
の
策
定

や
、
沿
道
店
舗
等
の
整
備
に
対
す
る

補
助
の
方
針
等
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

中
海
護
岸
整
備
お
よ
び

内
浜
地
区
内
水
対
策
事
業

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
渡
漁
港
の
移
設
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
中
に
完
了

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
あ
わ
せ
て
本

市
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
漁
港
周
辺

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
漁

港
の
完
成
を
受
け
、
旧
漁
港
の
埋
立

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

漁
港
周
辺
道
路
整
備
や
内
水
排
除
施

設
整
備
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

西
工
業
団
地
の
貯
木
場
護
岸
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
貯
木
場
所
有
者

の
護
岸
整
備
に
対
す
る
準
備
が
行
わ

れ
て
お
り
、
事
業
主
体
で
あ
る
国
土

交
通
省
出
雲
河
川
事
務
所
が
平
成
28

年
度
に
護
岸
本
体
工
事
に
着
手
さ
れ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
、
高
潮
や

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
、
内
浜
地
区
に
お
け
る
内
水
排

除
対
策
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

西
工
業
団
地
の
樋
門
工
事
に
着
手
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
排
水
路
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

中
野
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

岸
壁
工
事
や
背
後
の
埋
立
て
が
終
了

し
、
今
後
、
最
終
段
階
で
あ
る
舗
装

や
係
留
施
設
の
設
置
、
緑
地
・
ふ
頭

内
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成

28
年
度
内
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成

に
よ
り
、
不
足
し
て
い
る
岸
壁
や
ふ

頭
用
地
の
再
編
が
可
能
と
な
り
、
港

湾
荷
役
等
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
内
南
地
区
の
貨
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
岸
壁
や
ふ
頭
用
地
の

調
査
設
計
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
の
予

算
配
分
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

配
分
が
決
定
す
れ
ば
、
岸
壁
の
基
礎

工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
る
旅
客
上
屋
や
貨
物
ヤ
ー
ド
等

に
つ
い
て
は
、
境
港
管
理
組
合
に
お

い
て
平
成
28
年
度
か
ら
基
本
設
計
・

実
施
設
計
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
港
湾
区
域
周
辺
の
賑
わ

い
の
創
出
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

お
り
ま
す
水
族
館
構
想
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
鳥
取
県
お
よ
び
境
港

管
理
組
合
と
共
同
で
、
実
現
可
能
性

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
水
族
館
の
位
置
や
規
模
、
運
営

手
法
ご
と
の
採
算
性
な
ど
を
基
に
、

引
き
続
き
、
水
族
館
構
想
の
実
現
に

向
け
て
検
討
を
進
め
、
平
成
28
年
度

中
に
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新

航

路

開

設

　

国
内
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
航
路
開
設
に

向
け
て
、
昨
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た

官
民
の
実
務
関
係
者
を
委
員
と
す
る

境
港
流
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
協
議
会

に
お
い
て
、
新
た
な
物
流
ル
ー
ト
の

開
拓
に
向
け
た
取
り
組
み
の
検
討
が

な
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
北
九

州
と
の
間
で
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
試

験
輸
送
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
試
験
輸
送
や
荷
主
の
開

拓
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
を
協

議
会
を
中
心
に
検
討
し
、
航
路
開
設

の
足
掛
か
り
と
な
る
事
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
本
市

も
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
国
や
鳥
取

県
、
境
港
管
理
組
合
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
着
手
し
、
こ
れ
ま

で
幸
神
町
全
域
と
隣
接
す
る
新
屋
町

の
一
部
、
計
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
第
６
次
国
土
調
査
10
箇
年
計

画
に
対
応
す
る
、
平
成
32
年
度
ま
で

の
調
査
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
津

波
に
よ
る
浸
水
予
測
箇
所
や
狭
あ
い

道
路
の
状
況
な
ど
防
災
の
観
点
か
ら
、

外
浜
地
区
を
中
心
に
、
約
２
４
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
調
査
を
進
め
て
い
く
方

針
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
福
定
町
と
竹
内

町
の
市
道
外
浜
線
よ
り
東
側
、
50
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
会

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

新

航

路

開

設

港

湾

整

備

中
海
護
岸
整
備
お
よ
び

内
浜
地
区
内
水
対
策
事
業
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道
路
・
橋
り
ょ
う
等
の
整
備

　

安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
老
朽
化
に
よ
る
損
傷
が

著
し
い
道
路
や
、
橋
り
ょ
う
な
ら
び

に
通
学
路
な
ど
か
ら
順
次
計
画
的
に

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老

朽
化
調
査
や
自
治
会
要
望
等
を
踏
ま

え
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
の
市
道

竹
内
誠
道
線
の
舗
装
修
繕
工
事
な
ど
、

生
活
道
路
の
舗
装
補
修
や
側
溝
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
点
検
結
果

に
基
づ
き
、
優
先
性
の
高
い
、
済
生

会
病
院
北
側
の
米
川
に
架
か
る
済
生

橋
の
修
繕
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
学
校
、
警
察
と
の
合

同
安
全
点
検
等
を
踏
ま
え
、
路
側
帯

の
カ
ラ
ー
舗
装
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
改

修
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。夕

日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

分
譲
を
開
始
し
た
平
成
11
年
か
ら
の

累
計
契
約
件
数
が
、
昨
年
、
３
０
０

件
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
定
期
借
地
権
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
21
年
の
導
入
以
降
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
累
計

１
６
５
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
民
有
地
等
を

含
め
た
団
地
全
体
で
、
世
帯
数
は

５
６
０
を
超
え
、
１
千
７
０
０
人
余

り
の
人
が
生
活
さ
れ
て
お
り
、
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る

街
な
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
借
地
権
制
度
は
、
子

育
て
世
代
の
住
環
境
の
充
実
や
本
市

の
移
住
定
住
の
促
進
に
大
き
く
寄
与

し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
に
行
っ
た

55
区
画
の
新
規
分
譲
に
続
き
、
平
成

28
年
度
は
県
営
住
宅
北
側
の
保
留
地

に
つ
き
ま
し
て
、
住
宅
用
区
画
へ
の

整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
引
き
続

き
、
制
度
周
知
に
努
め
、
市
街
化
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
団
地
内
の
商
業
用
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
分
譲
開
始
以
来
の

念
願
で
あ
り
ま
し
た
大
型
商
業
施
設

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
境

港
店
が
２
月
に
開
店
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
団
地
全
体
の
活

性
化
や
魅
力
度
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
に
続
く
、
商
業
施
設
の

誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

都

市

環

境

の

整

備

　

危
険
空
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
法
整
備
に
先
駆
け
、
平
成
26
年

度
に
条
例
を
施
行
し
、
老
朽
化
が
進

む
家
屋
の
調
査
を
手
始
め
と
し
て
、

本
格
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
適
正
な
管
理
が
な

さ
れ
ず
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、

特
に
危
険
な
空
家
と
し
て
条
例
に
定

め
る
特
定
空
家
が
37
棟
あ
り
ま
し
た

が
、
解
体
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度

を
活
用
す
る
等
、
所
有
者
と
粘
り
強

い
交
渉
を
重
ね
、
２
月
末
現
在
、
残

る
特
定
空
家
は
18
棟
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
鋭
意
交
渉
を
行
い
、
特

定
空
家
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
繁
茂
期
の
除
草
回
数
を
増

や
す
等
の
新
た
な
体
制
を
構
築
し
、

公
園
の
状
態
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
で

得
ら
れ
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら

な
る
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、

大
規
模
公
園
に
対
す
る
要
望
や
身
近

な
公
園
の
有
り
様
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
今
後
の
整
備
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
一
部
の
団
地
を
経
年
に
よ
る
劣

化
に
伴
い
、
入
居
者
の
退
去
後
に
新

た
な
募
集
を
行
わ
ず
政
策
的
に
空
家

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
地
は
、

各
棟
の
入
居
状
況
も
ま
ば
ら
と
な
り

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
状
態
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
11
月
に
、
入
居

世
帯
の
皆
さ
ま
に
市
の
方
針
を
お
伝

え
し
、
あ
わ
せ
て
他
の
市
営
住
宅
へ

の
住
替
え
に
関
す
る
考
え
等
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
世
帯
の
意
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
協
議
を
重
ね
、
空
家
と
な
っ

た
棟
の
順
次
解
体
や
一
部
建
替
え
の

検
討
等
の
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。公

共

下

水

道

事

業

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
海
側
の
早
期
整
備
を
図
る

た
め
、
概
ね
平
成
33
年
度
ま
で
の
６

年
間
に
整
備
を
行
う
区
域
と
し
て
、

渡
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
県
道
米
子

境
港
線
お
よ
び
市
道
外
港
外
江
線
以

南
の
外
江
地
区
、
な
ら
び
に
米
川
町

な
ど
約
２
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
定
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
渡
中
継
ポ
ン
プ

場
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
を

完
了
し
、
こ
れ
を
起
点
と
す
る
境
港

２
号
汚
水
幹
線
な
ど
の
整
備
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
の
東
側
、
西
森
岡
の

南
側
、
米
川
町
の
西
側
な
ど
で
汚
水

管
渠
の
面
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

平
成
28
年
度
末
の
公
共
下
水
道
の
普

及
率
は
約
70
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
く
み
取
り
し
尿
と
浄
化

槽
汚
泥
を
、
平
成
29
年
度
か
ら
下
水

道
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
、

汚
泥
等
受
入
施
設
の
完
成
を
目
指
す

と
と
も
に
、
既
存
の
水
処
理
設
備
や

主
ポ
ン
プ
設
備
の
長
寿
命
化
を
図
る

改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

防

災

対

策

　

本
年
は
、
正
月
２
日
に
市
内
全
域

で
停
電
が
発
生
し
、
ま
た
、
１
月
下

旬
に
は
、
寒
波
に
よ
る
水
道
管
等
の

破
損
に
よ
り
水
圧
が
低
下
す
る
事
態

が
発
生
し
ま
し
た
。
電
気
や
水
道
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停
止

時
に
、
素
早
く
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
情
報
伝

達
の
方
法
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
各
家
庭
で
の
最
低
限
の
備
蓄
を

呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
と
津
波
避
難
訓

練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
参
加
型

の
訓
練
と
し
て
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥

取
県
地
震
防
災
調
査
研
究
委
員
会
に

お
き
ま
し
て
、
国
が
示
し
た
津
波
想

定
を
基
に
、
浸
水
域
の
想
定
の
見
直

し
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
結

果
を
反
映
し
た
、
津
波
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
改
め
て
作
成
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
配
布
し
周
知
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公

共

下

水

道

事

業

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

都

市

環

境

の

整

備

道
路
・
橋
り
ょ
う
等
の
整
備
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防
災
力
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
主
防
災
組
織
で
指
導
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
人
に
加
え
、
新
た
に
消

防
団
員
の
防
災
士
の
資
格
取
得
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
員
の
資
質

向
上
と
地
域
に
お
け
る
消
防
団
と
自

主
防
災
組
織
の
連
携
に
よ
る
地
域
防

災
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

防
衛
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た

美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
中
に
、
基

本
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
平
成
28
年

度
は
、
市
民
会
館
周
辺
エ
リ
ア
の
基

本
設
計
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

環

境

政

策

　

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
４
月
か
ら
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
の
焼
却
処
理
が
始
ま
り
ま

す
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
ご
み
焼
却
は

終
了
し
ま
す
が
、
直
接
搬
入
ご
み
の

受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
で
引
き
続
き
行
い
、
ご
み

の
定
期
収
集
等
に
も
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
み
出
し
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
循
環
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
ご
み
の
有
料
化
を
は

じ
め
、
生
ご
み
や
枝
木
、
軟
質
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
、
衣
類
な
ど
、
分
別
収

集
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
に
加
え
て
平
成
28
年
度
か
ら

は
、
使
用
済
み
小
型
電
子
機
器
を
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す

る
場
合
、
無
料
で
引
き
取
る
こ
と
と

し
資
源
化
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
系
の
使
用
済
み
紙

お
む
つ
に
つ
い
て
も
、
分
別
・
資
源

化
に
向
け
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
に
関
わ
る
側
溝

の
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
は
、
泥
の
堆

積
が
多
く
地
元
住
民
で
は
対
応
が
困

難
な
箇
所
を
、
平
成
26
年
度
か
ら
市

で
地
区
別
に
順
次
清
掃
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、
余
子
・

誠
道
・
中
浜
地
区
を
集
中
的
に
実
施

し
、
こ
れ
に
よ
り
排
水
不
良
箇
所
の

改
善
が
全
市
域
で
一
巡
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
庭

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

補
助
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
支
援
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
庭
用
太

陽
熱
温
水
器
等
の
導
入
に
対
す
る
支

援
を
引
き
続
き
行
い
、
地
球
環
境
へ

の
負
荷
低
減
や
環
境
保
全
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育

と

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
策
定
し
た
境
港
市
教
育
施
策
推
進

大
綱
に
お
い
て
、「
一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
質
の
高
い
学
校
教
育
の
推

進
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
道
徳
教

育
や
国
際
理
解
教
育
、
英
語
教
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
を
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
国
際
理
解
教
育
推
進
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
訪
問
先
を
東

北
の
被
災
地
か
ら
根
室
市
へ
変
更
し
、

我
が
国
と
ロ
シ
ア
と
の
歴
史
を
学
ぶ

研
修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
特
色
を
生
か
し
た
、
英
語

教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小

学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
、
留

学
生
な
ど
と
楽
し
く
英
語
を
学
ぶ
土

曜
学
習
に
新
た
に
取
り
組
む
ほ
か
、

中
学
生
は
、
一
人
一
人
の
「
読
む
」、

「
聞
く
」、「
書
く
」、
３
つ
の
力
を
測

り
な
が
ら
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
校
区
審
議
会
に

諮
問
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
も
将
来
の
小
中
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
提
供
と
食
育
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
で

お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
産
地
消
、
食
育
の
推
進

等
、
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

誠
道
児
童
ク
ラ
ブ
に
続
き
、
平
成
28

年
度
か
ら
は
、
外
江
児
童
ク
ラ
ブ
と

境
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
６
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
、
今
後
も
順
次

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

平
成
28
年
度
は
、
市
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生

命
保
険
な
ど
と
の
共
催
で
、
特
別
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

を
、
４
月
17
日
に
誠
道
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
出
身
の
日
本
画
家
、
綾あ

や
き木
い
づ
み

さ
ん
に
よ
る
絵
画
展
・
講
演
会
お
よ

び
市
内
在
住
の
ピ
ア
ノ
演
奏
者
や
声

楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
同
じ
く
本
市

出
身
の
木
版
画
家
、
松
本
英え

い
ぞ
う三

さ
ん

の
版
画
展
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
あ
る
文
化
財
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
内
の
指
定
文
化
財
の
写
真

な
ど
を
掲
載
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

製
作
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耐
震
補
強
な
ど
の
工
事
に
着
手
し
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
使
用
再
開
に

向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
上
道
公
民
館
、
余
子
公
民
館

の
改
修
工
事
や
渡
公
民
館
集
会
室
の

新
築
工
事
を
行
う
ほ
か
、
平
成
29
年

度
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
全
面
芝
生
化
に

向
け
た
散
水
設
備
工
事
な
ど
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
総
合
的

に
相
談
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
、
境
港
版
ネ
ウ

ボ
ラ
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
い
た
し
ま
す
。

　

全
て
の
妊
産
婦
の
面
接
を
は
じ
め
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
助
産
師
に
よ
る
妊
産

婦
の
孤
立
感
の
解
消
の
た
め
の
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
出
産
後

の
１
カ
月
健
診
の
無
償
化
、
満
１
歳

に
な
る
ま
で
の
乳
児
期
の
、
お
む
つ

利
用
の
助
成
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

環

境

政

策

学

校

教

育

の

充

実

社

会

教

育
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平
成
28
年
度
は
、
国
が
行
う
、
保

育
料
軽
減
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、

低
所
得
世
帯
を
対
象
に
同
時
に
２
人

以
上
通
う
場
合
の
第
２
子
の
保
育
料

の
無
料
化
制
度
を
鳥
取
県
と
協
調
し

て
取
り
組
み
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
中
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い

る
小
児
の
特
別
医
療
費
助
成
制
度
を
、

鳥
取
県
と
協
調
し
て
、
４
月
か
ら
、

18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
ま
で

の
子
ど
も
に
拡
充
し
、
子
育
て
世
帯

の
医
療
費
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

　

子
ど
も
の
将
来
が
経
済
的
な
環
境

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
夢
と
希

望
を
も
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
生

活
保
護
を
含
む
生
活
困
窮
世
帯
の
小

学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
学
習
教

室
を
開
き
、
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
が
抱
え
る
多
様
な
課

題
に
つ
い
て
相
談
支
援
の
充
実
を
図

り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
就
労
支
援

員
、
自
立
相
談
支
援
員
の
一
体
的
な

支
援
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
改
善
と

世
帯
の
自
立
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
最

重
要
課
題
に
位
置
づ
け
た
第
６
期
境

港
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
の
核
と
な
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と
い
た
し

ま
し
て
、
本
年
10
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
委
託
に
よ
り
２
カ
所
に
設
置
し
て

い
た
セ
ン
タ
ー
を
、
市
直
営
に
よ
り

１
カ
所
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
体
制
の
も
と
、
統
一
的
な
生

活
支
援
と
介
護
予
防
、
医
療
や
介
護

等
の
連
携
に
よ
る
在
宅
医
療
の
推
進

な
ど
、
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
整
備
と
な
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連
携
体
制

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の

医
療
従
事
関
係
者
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
医
療
現
場
の
現
状
を
確
認
し
、

課
題
を
共
有
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
介
護
従
事
者
や
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

認
知
症
予
防
対
策
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
認
知
症
予
防
サ
ー
ク
ル
の

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
、
高
齢
者
を
地
域
で
見
守

る
土
壌
を
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
増
強
と
組
織
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
こ
と

ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
支
援
を
通

じ
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
地
域
の
一
員
と
し
て
社
会
参
加

を
し
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国

民

健

康

保

険

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会

計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度

以
降
大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
に
保
険
税
の
改
定
に

つ
い
て
諮
問
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
１
月
21
日
、
協
議
会
か
ら
「
国

民
健
康
保
険
財
政
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
の
経
済
的

負
担
を
考
慮
し
た
上
で
な
お
、
保
険

税
の
改
定
に
よ
り
保
険
税
収
入
を
確

保
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
」
と

し
て
、
平
成
28
年
度
の
保
険
税
に
つ

い
て
１
人
当
た
り
平
均
12
・
７
％
引

き
上
げ
る
答
申
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
皆

保
険
の
基
盤
的
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
多
く
が

低
所
得
者
や
無
職
者
な
ど
で
、
財
政

基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
考

慮
し
な
が
ら
、
答
申
に
沿
っ
て
保
険

税
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
医
療
費
の
適
正
化
や
健

康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
き

な
負
担
の
増
加
と
な
り
ま
す
が
、
制

度
を
維
持
し
て
い
く
上
で
、
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
、
何
と
ぞ
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

平
成
26
年
度
か
ら
が
ん
検
診
等
の

受
診
率
の
向
上
を
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
順
調
に
受
診
率

が
向
上
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
す
べ
て
の
が
ん
検
診
に
お
い
て
、

前
年
度
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
に
さ

ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
境
港
医
師
協
会
や
健

康
づ
く
り
地
区
推
進
員
、
食
生
活
改

善
推
進
員
、
検
診
す
す
め
隊
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
展
開
し
、
が
ん
検
診
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
活
動
の
定
着
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
国
立

研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
に
よ

る
市
民
の
健
康
デ
ー
タ
の
解
析
結
果

を
基
に
、
生
活
習
慣
病
対
策
や
重
症

化
予
防
、
介
護
予
防
対
策
な
ど
の
保

健
事
業
を
効
率
的
に
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
医
療
費
の
削
減
や
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

自
死
予
防
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

福
祉
・
保
健
・
教
育
機
関
の
関
係
者

で
構
成
す
る
、
こ
こ
ろ
の
応
援
団
を

ひ
ろ
げ
る
会
を
中
心
に
思
春
期
の
こ

こ
ろ
の
現
状
と
そ
の
対
応
な
ど
を
伝

え
る
、
こ
こ
ろ
の
出
前
講
座
を
地
域

で
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
こ
ろ

に
寄
り
添
う
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

国

民

健

康

保

険

市

民

の

健

康

づ

く

り

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平

成

28

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
５

８
億
３
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

１
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
ま
し
た

全
会
計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・

９
％
増
の
２
７
８
億
２
２
４
９
万
４

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

成

27

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を

行
う
た
め
の
経
費
９
５
７
２
万
円
余
、

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公

社
か
ら
の
土
地
購
入
費
６
２
０
６
万

円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
１
億
３
８
５
９
万
円
余
、
３

歳
未
満
児
の
入
所
の
増
加
等
に
伴
う

私
立
保
育
所
運
営
費
７
２
５
８
万
円

余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

不
法
投
棄
対
策
の
た
め
の
監
視
カ

メ
ラ
の
購
入
費
93
万
円
余
を
増
額
す

る
一
方
、
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
燃
料
費
の
減
少
等
に
伴
う
、

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ

の
負
担
金
７
５
６
万
円
余
を
減
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

新
規
就
農
者
に
交
付
す
る
就
農
応

援
交
付
金
20
万
円
を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用
の
拡

大
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
昨
年

２
月
に
操
業
を
開
始
し
た
事
業
所
へ

の
新
規
雇
用
者
に
対
す
る
雇
用
促
進

奨
励
金
８
０
０
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
増
額
に
よ
り
、
前
倒
し
し
て
実
施

す
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
費
等
５
７
５
万
円
、
外
港

昭
和
南
地
区
の
岸
壁
整
備
に
伴
う
港

湾
整
備
事
業
地
元
負
担
金
45
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
消
防
費
】

　

退
職
者
の
増
加
に
よ
る
退
職
手
当

の
増
額
等
に
伴
う
、
鳥
取
県
西
部

広
域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負
担
金

８
７
１
万
円
、
消
火
栓
周
辺
補
修
工

事
負
担
金
40
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
、
少
人
数
学
級
の
学

級
数
増
に
伴
う
鳥
取
県
へ
の
寄
附
金　

６
０
０
万
円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
お
い
て
不
足
す
る
光
熱
水

費
等
５
３
４
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
増

額
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
地
方
消

費
税
交
付
金
お
よ
び
基
金
繰
入
金
、

市
債
な
ど
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
２
２
２
６
万
４
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
７
３
億
３
３
４

７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年
度
内

に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
情
報

シ
ス
テ
ム
強
靭
性
向
上
事
業
な
ど
11

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
繰
越
明
許
費

を
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰
り

越
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
１
億
８
９
６
６
万

円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
億
５
８
２
２
万
４
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
48
億
８
５
３

１
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年
度
内

に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
浸
水

対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
繰
越
明

許
費
を
新
た
に
設
定
す
る
と
と
も
に
、

下
水
道
管
渠
事
業
お
よ
び
下
水
道
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

繰
越
限
度
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

加
な
ど
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸

費
３
４
４
８
万
円
余
を
増
額
す
る
一

方
、
要
支
援
の
認
定
者
数
の
伸
び
が

当
初
の
見
込
み
よ
り
も
低
い
こ
と
か

ら
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
２
９

７
０
万
円
余
を
減
額
す
る
な
ど
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
８
０
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
36
億
62
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

鳥
取
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
原
子

力
防
災
対
策
交
付
金
を
財
源
と
し

て
、
原
子
力
防
災
対
策
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
た
め
、
原
子
力
防
災
対
策

基
金
を
設
置
し
、
同
基
金
へ
の
積
立

金
４
０
０
０
万
円
を
増
額
す
る
な
ど
、

予
算
総
額
を
１
７
３
億
７
３
４
７
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

３
月
１
日
か
ら
使
用
停
止
と
し
て

お
り
ま
す
市
民
温
水
プ
ー
ル
の
天
井

等
改
修
事
業
費
１
９
３
８
万
円
余
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
財
源
と
し
て
、

基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
７
３
億
９
２
８
５
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
職
員
の
等
級
別
基
準
職
務
表
を

設
定
す
る
ほ
か
、
人
事
行
政
の
運
営

の
状
況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
項

目
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
職
員
の
退
職
管
理
を
適
正
に
行

う
た
め
に
、
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

専
門
的
知
識
経
験
等
を
有
す
る
職

員
の
任
期
を
定
め
た
採
用
お
よ
び
給

与
の
特
例
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
傷
病
補
償
年

金
等
に
つ
い
て
、
他
の
年
金
が
給
付

さ
れ
る
場
合
の
調
整
率
を
改
め
ま
し

た
。

平

成

27

年

度

予

算

平

成

28

年

度

予

算
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■
境
港
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改

正
　

市
民
生
活
部
所
管
の
事
務
の
一
部

を
、
平
成
28
年
度
か
ら
総
務
部
へ
移

管
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の

制
定

　

境
港
市
行
政
不
服
審
査
会
の
設
置

な
ら
び
に
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
規
定
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
行
政
不
服
審
査
法
関
係
手

数
料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

審
理
手
続
に
お
け
る
関
係
書
面
等

の
写
し
の
交
付
に
係
る
手
数
料
等
を

定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部

改
正

　

行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る

審
理
員
の
審
理
手
続
の
適
用
に
つ
い

て
一
部
を
除
外
す
る
と
と
も
に
、
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に

お
け
る
審
査
請
求
の
調
査
お
よ
び
審

査
の
手
続
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
お

け
る
審
査
の
申
出
お
よ
び
そ
の
決
定

の
手
続
に
つ
い
て
、
規
定
を
整
備
し

ま
し
た
。

■
公
聴
会
参
加
者
等
実
費
弁
償
支
給

条
例
の
全
部
改
正

　

公
聴
会
参
加
者
等
の
実
費
弁
償
の

支
給
対
象
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
市
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税

額
控
除
の
対
象
と
し
て
特
定
非
営
利

活
動
法
人
鳥
取
県
自
閉
症
協
会
を
指

定
す
る
ほ
か
、
入
湯
税
の
課
税
免
除

対
象
に
、
学
校
教
育
上
の
行
事
に
お

け
る
児
童
、
生
徒
等
を
加
え
る
等
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
、
平

成
28
年
度
か
ら
一
人
当
た
り
平
均

12
・
７
％
引
き
上
げ
ま
し
た
。

■
境
港
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
に
係
る
規

定
を
整
備
す
る
ほ
か
、
出
動
に
係
る

規
定
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
原
子
力
防
災
対
策
基
金
条

例
の
制
定

　

原
子
力
防
災
対
策
交
付
金
を
原
子

力
防
災
対
策
に
要
す
る
経
費
の
財
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
原
子
力
防

災
対
策
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正

　

外
江
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
境
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
対
象
児
童
を
６

年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

■
境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　

境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
の
使

用
料
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
整
備

基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

基
金
積
立
金
の
財
源
と
し
て
寄
附

金
以
外
の
収
入
に
つ
い
て
も
充
当
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
運
用

益
金
を
計
上
す
る
会
計
を
改
め
る
等

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
渡
漁
港
管
理
条
例
の
一
部

改
正

　

渡
漁
港
の
係
留
施
設
の
使
用
許
可

お
よ
び
使
用
料
に
係
る
規
定
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
漁
港
施
設
の
占
用

料
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定

　

消
費
者
安
全
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
お

よ
び
運
営
な
ら
び
に
情
報
の
安
全
管

理
に
関
す
る
規
定
を
定
め
ま
し
た
。
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■
境
港
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
い
て

新
設
ま
た
は
増
設
し
た
特
定
業
務
施

設
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

不
均
一
課
税
を
行
う
た
め
の
規
定
を

定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

長
期
優
良
住
宅
認
定
事
務
に
係
る

手
数
料
を
改
め
る
と
と
も
に
、
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
認
定
事
務

に
係
る
手
数
料
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

蓮
池
団
地
お
よ
び
蓮
池
町
引
揚
者

住
宅
の
う
ち
、
老
朽
化
し
、
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
住
宅
を
取
り
壊
す
た

め
、
当
該
住
宅
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
建
設
工
事
の
委
託
に
関
す
る
基
本

協
定
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
６
月
19
日
に
議
決
い
た

だ
き
ま
し
た
、
境
港
市
下
水
道
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
の
委
託
に
関
す
る
基

本
協
定
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
を

12
億
円
か
ら
７
３
０
０
万
円
減
額
し
、

11
億
２
７
０
０
万
円
に
変
更
。

■
鳥
取
県
自
治
体
Ｉ
Ｃ
Ｔ
共
同
化
広

域
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

■
公
有
水
面
埋
立
て
に
関
す
る
意
見

に
つ
い
て

　

渡
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立

て
に
関
し
、
公
有
水
面
埋
立
法
第
３

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
鳥
取
県

知
事
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
本
市
と
し
て
こ
れ
に
異
存
が

な
い
旨
回
答
す
る
。

■
人
権
擁
護
委
員
に
足
立
光み

つ
え枝

さ
ん

を
推
薦

■
監
査
委
員
に
永
井
章
し
ょ
う

さ
ん
を
選
任

委
員
会
提
出
議
案

■
境
港
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て 

■
「
島
根
原
子
力
発
電
所
に
係
る
鳥

取
県
民
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協

定
」
の
改
定
を
求
め
る
決
議 

■
精
神
障
が
い
者
の
交
通
運
賃
割
引

制
度
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て 

■
地
域
か
ら
の
経
済
好
循
環
の
実
現

に
向
け
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て 

陳
情
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
精
神
障
が
い
者
の
交
通
運
賃
割
引

　

制
度
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書
提

　

出
に
関
す
る
陳
情

◇
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

　

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

　

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◇
公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正

　

賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
と
地
域

　

経
済
の
振
興
を
求
め
る
陳
情

２

月

臨

時

市

議

会

　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
23
日
開
催
）

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定

等
の
人
件
費
と
、
国
の
補
正
予
算
に

盛
り
込
ま
れ
た
、
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
事
業
お

よ
び
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
す
る
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
が
実
施
す
る
多
言
語
対
応
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
観
光
ア
プ
リ
の
整

備
や
海
外
向
け
の
圏
域
Ｐ
Ｒ
番
組
の

制
作
等
の
負
担
金
２
６
０
０
万
円
、

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
や
国
際
定
期

便
の
利
用
等
で
増
加
す
る
、
外
国
人

観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
向
上
を

図
る
た
め
、
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
、
市
民
を
対
象
と
し
た
外
国
語
講

座
の
開
催
経
費
等
２
９
０
６
万
円
余

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

低
所
得
の
高
齢
者
へ
臨
時
福
祉

給
付
金
と
し
て
、
１
人
当
た
り
、

３
万
円
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

１
億
３
８
６
９
万
円
を
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

国
立
開
発
研
究
法
人
理
化
学
研
究

所
と
共
同
で
、
市
民
の
健
診
デ
ー
タ

等
を
分
析
し
、
生
活
習
慣
病
対
策
や

重
症
化
予
防
、
介
護
予
防
な
ど
の
保

健
事
業
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め

の
経
費
２
０
０
０
万
円
を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

２
月
９
日
に
発
足
し
た
、
伯
耆
国

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
準
備
委
員

会
へ
の
負
担
金
１
２
２
万
円
余
な
ど

を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
13
万
円
余
を
増
額
。

　

ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給

与
改
定
お
よ
び
退
職
者
数
の
増
に
伴

う
人
件
費
４
４
６
４
万
円
余
を
増
額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
基
金
繰
入
金
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
６
６
８
０
万
５
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
６
８
億
１
１
２

０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し

て
実
施
す
る
７
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
ず
れ
も
年
度
内
に
事
業
の
完

了
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
繰
越
明
許

費
を
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰

り
越
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定

に
よ
り
人
件
費
63
万
円
余
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
28
億
３
２
７
４
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
お
よ
び
給
料
月

額
な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

３月定例市議会報告
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委　員　会　名
定数
（現）

◎委　員　長

○副委員長
委　　　　　　員

常　

任

総 務 民 教 委 員 会 ８
◎景山　　憲

○米村　一三

平松　謙治　　荒井　秀行　　佐名木知信

安田　共子　　足田　法行　　松本　　熙

経 済 厚 生 委 員 会
８

（７）
◎田口　俊介

○濵田　佳尚

岡空　研二　　柊　　康弘　　永井　　章

築谷　敏雄　　定岡　敏行　　　　　　　

議 会 運 営 委 員 会 ８
◎柊　　康弘

○築谷　敏雄

米村　一三　　景山　　憲　　佐名木知信

定岡　敏行　　田口　俊介　　松本　　熙

特　
　

別

基地・空港港湾問題
調 査 特 別 委 員 会

８
◎佐名木知信

○安田　共子

米村　一三　　岡空　研二　　柊　　康弘

築谷　敏雄　　足田　法行　　松本　　熙

災 害 対 策 調 査
特 別 委 員 会

８
（７）

◎平松　謙治

○足田　法行

景山　　憲　　濵田　佳尚　　荒井　秀行

永井　　章　　定岡　敏行　　　　　　　

議 会 改 革 推 進
特 別 委 員 会

８
◎定岡　敏行

○松本　　熙

岡空　研二　　平松　謙治　　濵田　佳尚

荒井　秀行　　永井　　章　　田口　俊介

岡空　研二　議員

市
議
会
議
長
・
副
議
長

　

各
委
員
会
構
成

　
　

が
決
ま
り
ま
し
た

【
議　

長
】

荒井　秀行　議員

【
副 

議 

長
】

【常任・議運・特別委員会名簿】

　（一社）境港水産振興協会から平成２７年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　平成２７年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約９％増の１２万６，２１７トンとな

り、全国第３位（前年６位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約７％

増の２０５億７，０９１万円で、全国第８位（前年８位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第３位

▼問い合わせ先

　水産課水産振興係

　（☎47－1055）
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市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

〜
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集
〜

〜
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集
〜

補助金活用事例補助金活用事例
　

市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
行
う
社
会
貢
献
活

動
を
支
援
す
る
「
市
民
活
動
推
進
補

助
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

市
民
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

補

助

金

の

概

要

▼
対
象
団
体

　

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が

あ
り
、
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動

団
体
ま
た
は
市
内
で
営
利
を
目
的
と

し
な
い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
団
体

が
対
象
で
す
。

▼
対
象
事
業

　

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
適

当
と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。

（
例
）

◇
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
緑
化
事

　

業

◇
市
民
活
動
団
体
の
設
立
準
備

◇
す
で
に
活
動
し
て
い
る
団
体
が
新

　

た
に
は
じ
め
る
事
業

◇
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
拡
充
す
る
た

　

め
の
事
業

◇
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
一
時
的
に
実

　

施
す
る
事
業

※
日
頃
行
わ
れ
て
い
る
事
業
や
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
は
対
象
外

で
す
。

▼
補
助
金
の
限
度
額
と
区
分

◇
新
規
設
立
事
業　

10
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
）

◇
一
般
事
業

・
１
回
目　
　
　

30
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

・
２
回
目
以
降　

20
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
）

◇
緑
化
事
業　
　

６
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
地
域
振
興
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
（
月
）

※
２
次
募
集
は
７
月
、
３
次
募
集
は

10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
応
募

状
況
で
募
集
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

▼
審
査
会

　

審
査
会
は
５
月
上
旬
に
開
催
予
定

で
す
。
申
請
内
容
を
審
議
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

◎新規設立事業　交付団体

「青少年育成境港市民会議余子地区部会」

　子どもたちとのさつまいも、そば栽

培の農業体験を実施

◎一般事業　交付団体

「一般社団法人境港青年会議所」

　ヨット体験など「海」、「マリンスポー

ツ」に触れる事業を実施

◎緑化事業　交付団体

「竹内マツ植樹隊」

　国道沿いの緑地への松植樹事業を実

施

※その他、自治会や小学校、高等学校

で花いっぱい運動を実施

【昨年度の補助実績】（１５団体）

　◇新規設立事業：３団体

　◇一般事業　　：３団体

　◇緑化事業　　：９団体

補

助

金

の

概

要
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情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　代
だい

議
ぎ

制
せい

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

が機
き

能
のう

不
ふ

全
ぜん

に陥
おちい

っている今
いま

、民
みん

意
い

と政
せい

治
じ

家
か

の緊
きん

張
ちょう

関
かん

係
けい

からその本
ほん

質
しつ

を

問
と

い直
なお

す。

　信
しん

仰
こう

が医
い

療
りょう

を退
しりぞ

けるとき、

何
なに

が命
いのち

を救
すく

うのか。輸
ゆ

血
けつ

を拒
こば

む少
しょう

年
ねん

と女
じょ

性
せい

裁
さい

判
ばん

官
かん

。二
ふたり

人の

人
じん

生
せい

の交
まじ

わりを豊
ゆた

かに描
えが

く。

　食
しょく

の安
あん

全
ぜん

を脅
おびや

かすものは何
なに

か、効
こう

能
のう

のある食
しょく

品
ひん

は何
なに

か、

食
た

べてはいけないものは何
なに

か

といった疑
ぎ

問
もん

に真
しん

摯
し

に答
こた

える。

　井
いの

上
うえ

ひさしが、三
さん

女
じょ

・麻
ま

矢
や

に残
のこ

した言
こと

葉
ば

は、次
つぎ

の世
せ

代
だい

を

生
い

きる誰
だれ

もが共
きょう

感
かん

する、最
さい

後
ご

のメッセージである。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇うちの子
こ

になりなよ　　　　（古
こ

泉
いずみ

智
とも

浩
ひろ

）

◇沈
ちん

黙
もく

の自
じ

衛
えい

隊
たい

　　　　 　　 （瀧
たき

野
の

隆
たか

浩
ひろ

）

◇受
じゅ

験
けん

うつ　　　　　　　（吉
よし

田
だ

たかよし）

◇ケント体
たい

が人
じん

類
るい

を救
すく

う　 　 （宗
むね

田
た

哲
てつ

男
お

）

◇居
い

酒
ざか

屋
や

の戦
せん

後
ご

史
し

　　　　　　（橋
はし

本
もと

健
けん

二
じ

）

◇儒
じゅ

教
きょう

とは何
なに

か　　             （加
か

地
じ

伸
のぶ

行
ゆき

）

◇パクリ経
けい

済
ざい

 　　　（K・ラウスティアラ）

◇ブッダも笑
わら

う仏
ぶっ

教
きょう

のはなし

                                    （笑
わら

い飯
めし

哲
てつ

夫
お

）

◇「日
に

本
ほん

型
がた

学
がっ

校
こう

主
しゅ

義
ぎ

」を超
こ

えて

                                       （戸
と

田
だ

忠
ただ

雄
お

）

◇ドキュメント　銀
ぎん

行
こう

　　　  （前
まえ

田
だ

裕
ひろ

之
ゆき

）

◇危
き

機
き

と決
けつ

断
だん

　　　  （ベン・バーナンキ）

◇日
に

本
ほん

精
せい

神
しん

史
し

　　　　　 　　（長
は

谷
せ

川
がわ

宏
ひろし

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

222冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

代だ
い

議ぎ

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ 

―
「
民み

ん

意い

」

と
「
政せ

い

治じ

家か

」
を
問と

い
直な

お

す
―

　
　
　
　
　
　
　
　

待ま
ち

鳥ど
り

聡さ
と

史し

未み

成せ
い

年ね
ん

　
　

イ
ア
ン
・
マ
キ
ュ
ー
ア
ン

食
し
ょ
く

を
め
ぐ
る
ほ
ん
と
う
の
話

は
な
し

　
　

阿あ

部べ

尚な
お

樹き

・

　
　

上う
え

原は
ら

万ま

里り

子こ

・
中な
か

沢ざ
わ

彰
し
ょ
う

吾ご

夜よ

中な
か

の
電で

ん

話わ　

―
父ち
ち

・
井い

の

上う
え

ひ

さ
し
最さ

い

後ご

の
言こ

と

葉ば

―　

　
　
　
　
　
　
　
　

井い
の

上
う
え

麻ま

矢や

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
早
朝
子
ど
も
達
の

声
と
共
に
聞
こ
え
て
く
る
快
調
な
掛
け
声

と
ピ
ア
ノ
伴
奏
。
夏
の
風
物
詩
、
ラ
ジ
オ

体
操
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
は
、
昭
和
３
年
11

月
１
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ジ
オ

体
操
の
創
案
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
境
港
市
出
身
の
藤
本
光
清
で
し
た
。

　

彼
は
、
放
送
の
第
１
〜
３
回
ま
で
マ
イ

ク
の
前
に
立
ち
自
ら
指
導
、
放
送
も
し
て

い
ま
す
。

　

藤
本
光
清
は
、
明
治
22
年
１
月
に
現
在

の
上
道
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
少
年
時
代

か
ら
心
の
明
る
い
率
直
な
人
で
し
た
。

　

教
師
を
志
し
て
鳥
取
師
範
学
校
に
入
学
、

卒
業
後
、
大
正
２
年
に
中
等
学
校
体
操
科

免
許
状
を
取
得
、
３
年
間
鳥
取
中
学
で
、

そ
の
後
は
奈
良
や
熊
本
で
教
鞭
を
と
り
ま

し
た
。

　

大
正
12
年
か
ら
は
、
東
京
市
役
所
教
育

局
視し

学が
く

と
な
り
、
教
育
行
政
、
特
に
社
会

教
育
の
分
野
に
12
年
間
携
わ
り
ま
す
。
こ

の
間
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
考
案
委
員
に
選
ば

れ
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
ラ
ジ
オ

体
操
を
創
案
し
ま
し
た
。

　

昭
和
７
年
、
第
２
体
操
が
作
ら
れ
た
時

も
、
初
め
の
３
回
は
藤
本
が
全
国
放
送
を

担
当
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
彼
が
ラ
ジ
オ

体
操
の
考
案
と
普
及
に
果
た
し
た
功
労
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
、
藤
本
は
再
び
学
校
現
場
に

復
帰
し
て
、
品
川
区
立
品
川
小
学
校
長
を

17
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
勤
め
ま
す
。

　

厳
格
な
中
に
優
し
さ
を
忘
れ
な
い
彼
を

慕
う
人
は
多
く
、
毎
年
の
年
末
年
始
の
来

訪
客
は
１
０
０
人
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

左
は
、
上
道
公
民
館
の
ア
ル
バ
ム
に
残

る
、
62
年
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
撮
影
し
た

１
枚
で
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修
一
）

（
参
考
）

　
　
「
鳥
取
県
郷
土
が
誇
る
人
物
誌
」

　
　
「
境
港
市
史
」、「
上
道
村
雑
記
」

　
　
「
伯
耆
・
出
雲
人
物
風
土
記
」
他

藤本 光清

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち（
１
）

（
１
）

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
藤藤ふ

じ
ふ
じ

本本も
と
も
と  

光光み
つ
み
つ

清清き
よ
き
よ

〜〜
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　現在、法令で定められ、接種勧奨されている子ども

の予防接種は、８種類のワクチンで２２回分あります。

生後２カ月から始まり、１３歳までに接種しますが、

医療機関で個別に申し込む必要があるため、接種を忘

れてしまう人もあるようです。

　ワクチンで予防する感染症は、感染して重症化すれ

ば障害が残ったり、命にかかわる場合もあります。

　ワクチン毎に決められた接種期間を過ぎると有料に

なってしまいますので、忘れずに、適切な時期に接種

することが大切です。

　２歳までは短期間に多くのワクチンを接種するた

め、接種忘れは少ないですが、３歳や５歳（年長児）、

１１歳（小学６年生）から接種が始まるワクチンを忘

れている人が比較的多くおられますので、母子健康手

帳でご確認をお願いします。

　接種の順番などご不明な点は、かかりつけ医や市役

所にご相談ください。転入された人や、予診票の再交

付については、母子健康手帳を持参のうえ、健康推進

課へお越しください。

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）

保健師の
　ちょっと一言
お子さんの予防接種はお済みですか？

【事例】

　訪問してきた業者から中学生になった子どもの学習

教材を勧められた。中学３年分の教材は高額であっ

たが、「この教材で勉強しない子はいない」と言われ、

子どももやる気を見せたので契約した。しかし、３年

間で使う大量の教材が一度に届き、それを見た子供は

やる気をすっかりなくしてしまった。解約したい。

【アドバイス】

○ 「今から準備を始めないと手遅れになる」「テスト

の点も確実」などのセールストークで親の心理を

狙ってきます。

○学習用教材は実際に使ってみないと自分に合ってい

　るかどうかは分かりません。学習する子どもの興味

　や意欲が途中で失せてしまう事もあるので、一度に

　大量で高額な契約を結ぶのは避けましょう。

○「今なら特典が付く」などと契約を急かされても、

　その場で契約はせず慎重に検討しましょう。

○教材の販売だけなのに家庭教師の派遣もあると勘違

　いさせられるケースもあります。契約書をよく読み、

　契約内容や解約等の条件についてよく確認しましょ

　う。

○購入の意思がないときは、はっきり断りましょう。

○訪問販売や電話勧誘販売で契約した場合には、契約

　書面を受け取ってから８日間はクーリング・オフが

　できます。詳しくは相談室にお尋ねください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

学習教材の契約は慎重に

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

167消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 152

人権講座への参加

　鳥取県の実施した人権意識調査によると、人権問題

に関する研修会等に過去５年間「参加したことがない」

人のうち、約３割の人が「興味がないから」、約４割

の人が「知らなかったから」と、その理由を答えてい

ます。

　市では、多くの人に人権講座への参加をいただき、

差別のない住みよい社会を実現していくことを目指し

ています。そこで、講座の内容については、皆さんに

興味をもっていただけるよう身近な出来事を取り上げ

るようにしています。また案内については、その都度

市報やホームページ、チラシ、公民館報、自治会の回

覧などで行っていますが、今後もより一層周知に努め

ます。

　本年度も、地区巡回講座をはじめ、いくつかの講座

を予定していますので、案内を見られましたら身近な

人と誘い合って、もちろんお１人でも、気軽にご参加

ください。
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informationinformation

乳
児
等
お
む
つ
代
助
成

　

４
月
か
ら
、
１
歳
に
満
た
な
い
乳

児
の
養
育
者
に
対
し
、
お
む
つ
代
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

１
歳
未
満
の
乳
児
の
保
護
者
ま
た

は
養
育
者
で
、
暴
力
団
と
密
接
な
関

係
が
な
い
市
内
在
住
者

▼
助
成
額

　

乳
児
１
人
に
つ
き
９
千
円
を
上
限

と
し
、
出
生
月
の
３
、６
、９
カ
月
後

に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
円
分
の
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

母
子
手
帳
、
印
鑑

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
窓
口
で

配
布
し
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
店
舗

　

市
内
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

小
児
特
別
医
療
費
助
成
制
度
拡
充

　

４
月
か
ら
、
小
児
特
別
医
療
費
助

成
の
対
象
期
間
が
18
歳
に
達
し
た
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
拡
充

さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
給

資
格
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
に
つ
い
て

は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
が
ま
だ

の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

特
別
医
療
費
払
い

戻
し
方
法
の
変
更

　

医
療
機
関
受
診
後
の
特
別
医
療
費

払
い
戻
し
に
つ
い
て
、
４
月
よ
り
受

付
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

▼
受
付
方
法

【
３
月
ま
で
】

　

受
診
後
随
時
受
付⇒

翌
月
支
払
い

【
４
月
か
ら
】

　

前
月
分
ま
で
を
月
単
位
で
申
請⇒

翌
月
末
支
払
い

（
例
）
４
月
の
申
請
は
、
３
月
受
診

分
ま
で
を
受
け
付
け
、
５
月
末
に
支

払
い
ま
す
。

※
申
請
時
に
は
、
対
象
月
の
領
収
書

を
全
て
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校
入

学
者
に
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

◇
申
請
日
時
点
で
市
内
に
住
所
を
有

　

し
、
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学

　

す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

　

り
親

◇
平
成
26
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が
非

　

課
税
の
人
（
た
だ
し
生
活
保
護
法

　

に
よ
る
教
育
扶
助
対
象
者
は
除
く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き　

１
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

（
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
）、
印
章
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
窓
口
で

配
布
し
ま
す
。（
市
内
の
小
・
中
学

校
に
入
学
さ
れ
る
家
庭
に
は
学
校
か

ら
配
布
）

※
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
平
成
26
年
分
の
所
得

が
分
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必
要

で
す
。

▼
申
請
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告

市役所の組織が変わります

　４月１日から市役所の組織が一部変更になりました。

【新しい課ができました】

◇建設部建築営繕課

▼主な業務　公営住宅の管理、建築指導、市有施設の管理など

▼電話番号　◇公営住宅係（☎４７－１０５９）

　　　　　　◇建築指導係（☎４７－１０６２）

　　　　　　◇施設整備係（☎４７－１０６９）

◇建設部水木しげるロードリニューアル推進課

▼主な業務　水木しげるロードリニューアル事業に関すること

▼電話番号　☎４７－１０２６

【自治防災課の所属する部が変わりました】

　（旧）　市民生活部自治防災課

　（新）　総務部自治防災課

　※場所、電話番号、業務内容に変更はありません。

【空港・港湾事業に関する事務の担当課が変わりました】

　（旧）建設部管理課港湾空港対策室（別館３階）

　（新）建設部都市整備課港湾空港対策室（別館２階）

▼電話番号　☎４７－１０２７

▼組織変更に関する問い合わせ先

　総務課職員係（☎４７－１００９）

市報さかいみなと　24



軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
。

▼
原
動
機
付
自
転
車
・
２
輪
車
な
ど

　

左
表
の
と
お
り
、
新
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
軽
４
輪
車
な
ど

【
税
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新
規

取
得
さ
れ
た
４
輪
車
な
ど
の
軽
自
動

車
（
新
車
）
に
は
、
新
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
経
年
重
課
税
率
の
導
入
】

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
現
在
で
車

検
証
の
初
年
度
検
査
年
月
が
13
年
を

経
過
し
た
車
両
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
重
課
税
率
に
な
り
ま
す
。

※
燃
料
が
電
気
、
天
然
ガ
ス
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
、
電
力

併
用
軽
自
動
車
、
被
け
ん
引
車
な
ど

は
重
課
税
率
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

就

学

援

助

制

度

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
で
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

世
帯
に
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費

（
修
学
旅
行
費
等
）・
給
食
費
な
ど
の

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

▼
対　

象

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
は
不
要
で
す
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
窮

　

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

奨

学

資

金

貸

付

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
内
容
を
確
認
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
お

よ
び
通
信
制
の
各
課
程
に
在
籍
し
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
人
で
、
本
市
に
３
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
付
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
に
、
通
院
等
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

▼
交
付
枚
数　

１
カ
月
４
枚

※
年
間
48
枚
を
限
度

▼
持
参
す
る
も
の

　

障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
、

印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

車種区分　
税額（年額）

現行 新税率

原動機付

自転車

１種 1,000 円 2,000 円

２種乙 1,200 円 2,000 円

２種甲 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
農耕用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

小型２輪 250cc 超 4,000 円 6,000 円

軽２輪
125cc 超
250cc 以下

2,400 円 3,600 円

車種区分　
税額（年額）

現行 新税率 重課税率

３輪（660cc 以下） 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪以上

（660cc以下）

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

≪３輪および４輪以上の軽自動車の税額≫
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高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
左
表
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間

16
時
間
を
上
限
に
、
利
用
料
の
５
割

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
ま
た
は
、

入
院
中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
、
長
寿
社
会
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

▼
対　

象

　

70
歳
以
上
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
章

【
在
宅
老
人
介
護
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

紙
お
む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
、
お
む
つ
使

用
者
、
介
護
者
が
共
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

▼
助
成
額　

月
額
１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
、

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０
円

分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
】

　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
し
て

い
る
人
で
、
高
齢
者
の
た
め
に
部
屋

や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を
増
築
・
改

築
（
新
築
は
除
く
）
し
た
い
が
、
資

金
が
不
足
し
て
い
る
人
に
対
す
る
貸

付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
整
備
す
る
住
宅
は
、
借
受
人
の
所

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
完
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
所
得
割
が

課
税
で
、市
税
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人

は
、
連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
31
日

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利　

率　

０
・
１
％
（
２
月
現
在
）

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
期
限

　

10
年
以
内
で
半
年
賦
償
還
で
す
。

（
３
月
・
９
月
支
払
い
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

（
協
）
や
よ
い
デ
パ
ー
ト

商
品
券
を
お
持
ち
の
人
へ

　

今
年
１
月
に
破
産
手
続
き
を
開
始

し
た
、
協
同
組
合
や
よ
い
デ
パ
ー
ト

が
発
行
し
た
商
品
券
を
お
持
ち
の
人

は
、
発
行
保
証
金
の
範
囲
内
で
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
還
付
手
続
き
の
受
付
窓
口
を

次
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。
詳
し
く

は
中
国
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
22
日
（
金
）、
23
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
持
参
す
る
も
の　

商
品
券
、
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
財
務
局
鳥
取
財
務
事
務
所　

理
財
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
２
２
９
５
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

不動産のインターネット公売
　納税の公平性を確保するため、市税の滞納者から差

押えた不動産の公売を行います。

▼公売の場所

　ヤフー株式会社が提供する公売に関するインター

ネットオークションシステム上

※ただし、掲載は４月１１日（月）午後１時以降

◇オークションサイトＵＲＬ

　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

▼公売物件　サイト上でご確認ください。

▼公売方法　期間入札

▼公売参加申込期間

　４月１１日（月）午後１時～４月２７日（水）午後１１時

▼入札期間

　５月１０日（火）午後１時～５月１７日（火）午後１時

▼その他　滞納市税の解消等の理由により、公売を中

止する場合があります。

▼問い合わせ先

　収税課滞納整理係　（☎４７－１０２０）

対象サービス
助成後の
利用者負担金

外出時の援助（外出・散歩
の付き添い）、家周りや墓
地の手入れ、家屋内の整理・
掃除、除雪、台風時等の自
然災害への防備等

1時間当たり

３９４円

庭木のせん定（生垣、植木
等）軽微な修繕（家屋の軽
微な修理・電気修理等）

1時間当たり

５６２円

※原材料費等の実費は利用者の負担です。

市報さかいみなと　26



高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
、
各
地
区
の
民
生
委
員
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
高
齢
者
の
実
態
調
査
お

よ
び
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
登
録
す
る
た
め
の
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
1
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
対
象
と
思
わ
れ
る
ご

家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や
健

康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

※
訪
問
す
る
民
生
委
員
は
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
目
的

【
高
齢
者
実
態
調
査
】

　

病
気
や
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
や

支
援
が
必
要
な
場
合
に
、
市
ま
た
は

市
の
委
託
機
関
に
よ
る
安
否
確
認
や

関
係
者
へ
の
連
絡
・
対
応
に
活
用
し

ま
す
。

【
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
】

　

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
高

齢
者
を
事
前
に
把
握
し
、
情
報
提
供

に
同
意
の
あ
っ
た
場
合
に
地
域
に
情

報
提
供
し
、
災
害
時
の
避
難
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

高
等
職
業
訓
練
促
進

給

付

金

等

事

業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が
、

就
業
の
際
に
有
利
で
、
生
活
の
安
定

に
役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

費
用
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
水

　

準
に
あ
る
人

◇
養
成
機
関
に
お
い
て
、
対
象
資
格

　

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人

◇
仕
事
や
育
児
、
学
業
の
両
立
が
難

　

し
い
人

◇
過
去
に
本
事
業
ま
た
は
同
種
の
事

　

業
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人

◇
境
港
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定

　

す
る
暴
力
団
等
の
利
益
に
つ
な
が

　

る
活
動
を
行
う
、
も
し
く
は
密
接

　

な
関
係
が
な
い
人

▼
支
給
金
額
・
支
給
期
間
等

▼
対
象
資
格

　
（
准
）
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の

就
業
に
結
び
つ
く
国
家
資
格

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が

経
済
的
な
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め

に
受
講
し
た
講
座
の
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
市
内
在
住
者

◇
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は
同

　

等
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

◇
受
講
開
始
日
に
、
雇
用
保
険
法
に

　

よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格

　

を
有
し
て
い
な
い
人

▼
助
成
額　

受
講
料
の
６
割
相
当
分

※
４
千
円
〜
20
万
円
ま
で

※
講
座
を
受
講
す
る
前
に
審
査
が
必

要
で
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

対
象
の
年
齢
に
な
る
人
に
は
、
３

月
末
に
、
接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
医
療
機

関
に
直
接
申
し
込
み
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
29
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が

65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、

１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

に
限
る
。

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
27
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

転
入
さ
れ
た
人
な
ど
、
対
象
者
で

接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

水

道

メ

ー

タ

ー

取

り

替

え

作

業

　

水
道
使
用
量
を
は
か
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
定
期
的

な
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
５
月
か
ら
８
月

に
か
け
、
約
２
千
世
帯
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
該
当
の
世
帯
に
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
取
り
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

局
と
契
約
し
た
事
業
者
が
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局
境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
０
８
０
）

informationinformationinformationinformation
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高等職業訓練

促進給付金

高等職業訓練

修了支援給付金

支
給
額（
月
額
）

市民税非課税

世帯
100,000 円 50,000 円

市民税課税

世帯
70,500 円 25,000 円

支給期間等
修業期間の

全期間
修了日以降

27　平成２８年４月



informationinformation

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
運
動
期
間

　

４
月
６
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

▼
鳥
取
県
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

つ
く
ろ
う
よ　

事
故
な
し　

笑
顔

の
鳥
取
県

▼
鳥
取
県
の
運
動
重
点

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　

止
◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
自

　

転
車
安
全
利
用
５
則
の
周
知
徹

　

底
）

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と
全

　

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

　

用
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
ポ
イ
ン
ト

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
の
特
性
を
理
解
し
、
横
断
歩
道
付

近
で
の
速
度
を
落
と
し
た
運
転
や
、

横
断
歩
行
者
等
を
優
先
す
る
思
い
や

り
運
転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

農
業
委
員
会
情
報

「
農
業
委
員
会
の
活
動
の
点
検
・
評

価
に
つ
い
て
の
意
見
募
集
」

　

農
業
委
員
会
で
は
、
適
正
な
事
務

実
施
を
図
る
た
め
「
平
成
27
年
度
の

目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動

の
点
検
・
評
価
（
案
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
地
域
の
農
業
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
素
案
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
お
よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

▼
提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
原
稿
等
の
返
却
、

ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
鶏
糞
等
を
す
き
込
む
際
の
注
意
」　

　

鶏
糞
等
の
肥
料
を
す
き
込
ま
な
い

ま
ま
畑
に
滞
留
さ
せ
る
と
、
悪
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
肥
料
を
畑
に
搬

入
し
た
際
は
、
早
め
に
す
き
込
み
を

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

【
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

　
　
　
　

祝
日
収
集
を
始
め
ま
す
】

　

以
前
よ
り
要
望
の
あ
り
ま
し
た
軟

質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
祝
日
収
集
を

４
月
29
日
（
金
・
祝
）
か
ら
実
施
し

ま
す
。
更
な
る
分
別
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
大
型
連
休
中
の
収
集
に
つ
い
て
】

　

連
休
中
の
祝
日
は
、
該
当
す
る
地

区
を
左
表
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

※
集
積
場
所
へ
の
搬
出
は
当
日
朝
８

時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
施
設
へ
の
ご
み
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
５
月
４
日
（
水
・
祝
）
の
古
紙
類

は
翌
週
5
月
11
日
（
水
）
に
収
集
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
鉄
道
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
２
０
１
６
】

▼
と　

き　

５
月
８
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
入
場
終
了
は
午
後
４
時
30
分

※
４
月
４
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

は
土
・
日
の
み
の
開
催

▼
と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル（
１
階
）

▼
料　

金　

６
０
０
円

※
別
途
料
金
が
必
要
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
先

　

新
日
本
海
新
聞
社
西
部
本
社
事
業

課　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
８
８
１
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
28
日
（
木
）、５
月
31
日
（
火
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

催催  

しし

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの
　　　　　受け入れ≫

　４月１７日
　（午前９時～正午）

区　分
可燃ごみ・

軟質プラス

チック類

資源ごみ
不燃
ごみ古紙類 ビン缶類

4月 29 日 ( 金・昭和の日 ) ○ × × ×

5月3日(火・憲法記念日) ○ × ○ ×

5月4日(水・みどりの日) × × ○ ○

5月5日(木・こどもの日) ○ × ○ ×
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年

金

相

談

▼
と　

き

　

４
月
13
日
（
水
）、５
月
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と

小
物
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

４
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

境
港
市
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
い
愛
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
突
発
し
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
71
年
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
、
犠
牲
者
の
霊
を

慰
め
る
献
花
式
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

大
正
町
玉
栄
丸
慰
霊
碑

※
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

東
隣
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

こ
う
ほ
う
え
ん
市
民
公
開
講
座

　

日
々
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
死
。

い
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

４
月
12
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

▼
演　

題

　
「
生
き
て
、
生
き
て
、
生
き
抜
く　

い
の
ち
」

▼
講　

師　

岡
田
玲
一
郎
さ
ん
（
社

会
医
療
研
究
所 

所
長
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
幸
朋
苑

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
６
７
８
１
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と　

き　

４
月
22
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ

▼
曲　

目　

ゴ
ス
ペ
ル
曲
、
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島　

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

総
合
計
画
審
議
会
委
員

　

本
市
が
目
指
す
都
市
像
や
、
施
策

の
方
向
性
な
ど
を
定
め
る
次
期
「
ま

ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に

あ
た
り
、
計
画
案
を
審
議
し
て
い
た

だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
人

（
平
日
昼
間
ま
た
は
夜
間
の
会
議
に

出
席
で
き
る
人
）

※
各
種
団
体
の
推
薦
者
や
、
学
識
経

験
者
な
ど
と
共
に
審
議
を
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
書
類
を
基
に
書
類
選
考
し
、

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
任　

期　

委
嘱
日
か
ら
１
年
間

▼
会
議
開
催　

年
３
回
程
度

▼
応
募
方
法

　
「
本
市
の
目
指
す
べ
き
姿
」
ま
た

は
「
応
募
の
動
機
」
を
４
０
０
字
以

内
に
ま
と
め
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

４
月
25
日
（
月
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

FAX 

47
‐
１
２
０
５

Mailchiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

臨

時

職

員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
窓
口

で
配
布
す
る
実
施
要
項
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

図
書
館
資
料
整
理
員　

３
人

▼
賃　

金　

日
額
６
７
０
０
円

▼
応
募
要
件
等

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　

４
月
20
日
（
水
）

▼
面
接
日　

４
月
25
日
（
月
）

▼
任
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

informationinformation

募募  

集集

　 身近な防災への備え

　　　自治防災課危機管理室（☎４７－１０７１）

　非常持出品を揃えましょう！

　災害時、避難する時に持ち出す最小限の必需品です。

荷物をリュックに背負って避難することができる目安

として、一般男性が１５㎏、一般女性が１０㎏程度と

言われています。実際に確認しておきましょう。

●非常持出品の例 

　◇避難グッズ

　　防災ずきん、　笛、懐中電灯、携帯ラジオ、筆記

　　用具

　◇飲料水・食糧

　　水、乾パン、缶詰、レトルト食品など（アレルギー

　　対応に注意）　

　◇救急用品

　　救急医薬品、持病薬、常備薬

　　（傷薬、かぜ薬、解熱剤など）

　◇貴重品

　　健康保険証・免許証などのコピー

　◇生活用品

　　雨具、軍手、ライター、タオル、生理用品など

★家族構成に合わせた準備をしましょう！

　◇乳幼児用（粉ミルク、哺乳瓶、おむつなど）

　◇要介護者用（おむつ、補助具の予備など）

　◇ペット用（ペットフード、トイレ用品、リード、ケー

　　ジなど）

１
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市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
13
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

４
月
18
日
（
月
）

▼
入
居
可
能
日　

５
月
１
日
（
日
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
（
１
区
画 

月
額
千
円
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

第　

回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中

　

学
生
、
高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き　

７
月
18
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

３
千
円

▼
申
込
期
間

　

４
月
26
日（
火
）〜
５
月
31
日（
火
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

親
子
で
野
菜
の
植
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
か
い
み
な
と
女
性
農
業
者
人
財

バ
ン
ク
が
農
作
業
の
指
導
を
し
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て

野
菜
作
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
期　

間　

５
月
中
旬
〜
10
月
末

▼
参
加
費　

１
組
１
５
０
０
円

※
苗
・
種
代
等
と
し
て

▼
申
込
期
限　

４
月
18
日
（
月
）

▼
定　

員　

先
着
20
組
程
度

▼
農
園
場
所　

文
化
ホ
ー
ル
東
側

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
農
園
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先

着
順
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者
（
１
世

帯
１
区
画
）

▼
利
用
料
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

要
約
筆
記
者
養
成

講

習

会

受

講

者

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を

養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
対　

象

　

聴
覚
障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
内　

容　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者

等
に
関
す
る
講
義

※
講
習
会
終
了
後
、
鳥
取
県
登
録
要

約
筆
記
者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
、
手

書
き
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
、
あ
る
程
度

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
が
で
き
る

人
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
と　

き
（
全
20
回
）

　

５
月
27
日（
金
）〜
10
月
28
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
お
お
む
ね
毎
週
金
曜
日

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
受
講
料
（
各
コ
ー
ス
）　

３
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、
別
途
３
４

０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講
申

込
書
」
在
中
と
朱
書
き
の
上
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
13
日
（
金
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
４
５

　

米
子
市
旗
ヶ
崎
６
丁
目
19
‐
48
堀

田
ビ
ル
１
階

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
30
‐
３
６
５
９
）

informationinformation

慰霊巡拝参加者を募集します

　平成２８年度慰霊巡拝の参加者を募集します。

　先の大戦で親族を亡くされた遺族を対象に、厚生労働省が実施しま

す。参加旅費のうち、３分の１程度が国から補助されます。

▼実施地域

※詳細はお問い合わせください。日程は情勢などで変更の場合があります。

▼問い合わせ先　福祉課生活支援係（☎４７－１０４７）

地　域 応募締切 巡礼実施予定時期

旧ソ連

ハバロフスク地方 ４月下旬頃 ８月下旬

イルクーツク州 ４月下旬頃 ８月下旬～９月上旬

樺太 ５月中旬頃 ９月中旬

沿海地方 ５月下旬頃 ９月下旬～１０月上旬

中国 東北地方 ５月上旬頃 ９月上旬～中旬

南方

東部ニューギニア ５月下旬頃 ９月下旬

硫黄島（第１次） ６月下旬頃 １０月下旬

ビスマーク・ソロモン諸島 ６月下旬頃 １０月下旬～１１月上旬

マリアナ諸島 ８月上旬頃 １２月上旬

ミャンマー １０月上旬頃２月上旬

硫黄島（第２次） １０月下旬頃２月下旬

フィリピン １０月中旬頃２月中旬～下旬

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

渡団地

（渡町 1363-3）

種　別 一般 一般 一般

建設年度 昭和 48 年 昭和 50 年 昭和 53 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建

募集住戸 48A 棟 5 号（３階）50A棟 40 号（４階）53B 棟 52 号（４階）

間取り等
３Ｋ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

家賃（円） 10,300 ～ 20,200 11,800 ～ 23,300 13,100 ～ 25,800
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介
護
予
防
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者

▼
対　

象　

　

65
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
で
足
腰

が
弱
く
な
り
、
介
護
予
防
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
人

※
要
支
援
１
・
２
に
該
当
す
る
人
は
、

①
〜
③
コ
ー
ス
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
度
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
た
人
は
、
全
て
の
コ
ー
ス
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

※
要
支
援
１
・
２
に
該
当
す
る
人
や
、

３
カ
月
以
内
の
入
院
や
運
動
を
含
む

日
常
生
活
の
制
限
な
ど
が
あ
る
人
は
、

主
治
医
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費　

１
回
２
０
０
円

※
①
お
よ
び
④
の
コ
ー
ス
は
送
迎
が

あ
り
ま
す
。
必
要
な
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
別
途
片
道
40
円
必
要
で
す
。

※
診
断
書
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
用
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
新
規
参

加
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

４
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

第
12
回
こ
ど
も
ペ
ー
ロ
ン
大
会

　

小
・
中
学
生
に
よ
る
ペ
ー
ロ
ン
大

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象　

小
学
校
４
年
生
以
上

▼
と　

き　

５
月
５
日
（
木
・
祝
）

◇
開
会
式　

午
前
９
時
30
分
か
ら

◇
競
技
開
始　

午
前
10
時

※
雨
天
決
行

▼
と
こ
ろ　

夕
日
ヶ
丘
「
中
浜
港
」

▼
部　

門　

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

※
１
チ
ー
ム
22
人
程
度

※
個
人
ま
た
は
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

体
験
乗
船
も
可
能
で
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
22
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
５
４
７
７
）

中
国
語
講
座
受
講
者

　

初
歩
的
な
中
国
語
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
の
人
、
中

国
語
習
得
に
再
挑
戦
し
た
い
人
な
ど

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き

◇
水
曜
日
コ
ー
ス　

毎
週
水
曜
日

◇
金
曜
日
コ
ー
ス　

毎
週
金
曜
日

　

両
コ
ー
ス
と
も
午
後
８
時
〜
10
時

※
祝
日
は
休
講

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
水
曜
日
コ
ー
ス

　

中
国
語
同
好
会　

永
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
７
５
４
９
‐
６
３
７
７
）

◇
金
曜
日
コ
ー
ス

　

境
港
中
国
文
化
研
究
会　

門
脇
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
６
５
３
‐
８
７
８
２
）

境

港

菊

の

会

講

習
・

会

員

募

集

 　

大
菊
作
り
等
の
初
心
者
講
習
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
境
港
菊
の
会
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
24
日
（
日
）、
５
月
22
日

（
日
）、
６
月
19
日
（
日
）、
８
月
７

日
（
日
）、
９
月
４
日
（
日
）

　

各
日
と
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
中
央
公
民
館

▼
内　

容

　

大
菊
、
３
本
仕
立
て
、
ダ
ル
マ
作

り
、
福
助
作
り
等
の
作
り
方

▼
講　

師

　

角す
み 
昇
の
ぼ
る

さ
ん
（
境
港
菊
の
会
）

▼
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
参
加
者
に
は
菊
苗
を
無
料
進
呈

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
菊
の
会　

角す
み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
３
４
０
）

竹
内
マ
ツ
植
樹
隊
員

　

荒
廃
し
た
竹
内
西
緑
地
の
松
林
を

復
元
し
、
景
観
美
と
環
境
保
全
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内　

容

　

植
栽
地
の
開
墾
、
植
樹
、
除
草
、

保
全
な
ど

▼
と　

き　

月
１
回
、
３
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

竹
内
西
緑
地

▼
年
会
費　

千
円

▼
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
４
３

　

境
港
市
竹
内
町
５
３
０

　

門
脇
眞ま

澄す
み

さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
８
８
２
６
‐
３
３
８
１
）

FAX 

45
‐
７
１
１
６

informationinformation

コース 曜日 時間
募集
人員

内容 ところ 期　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月
14:00

～

15:30

10 人 個々にあったプロ
グラムに基づき、
専用の運動機器を
使ったトレーニン
グを行います。

いきいき
リハビリセンター
（さかい幸朋苑内）

５月９日

～

１０月６日

週１回
（計 20 回）

火 10 人

② 体操コース 木
10:00

～

11:30
20 人

体力に合わせて、
ストレッチ体操や
道具を用いた体操
を行います。

保健相談センター

③ 介護予防コース 金
14:00

～

15:30
20 人

ストレッチ体操や
道具を用いた体操
の他、栄養改善や
口腔機能の向上に
必要な知識や技術
を学びます。

浜の里
（老人福祉センター）

④
フィットネス
Ａコース

火

10:00

～

11:30

20 人

⑤
フィットネス
Ｂコース

金 20 人

体力に合わせて、
ストレッチ体操や
道具を用いた体操
を行います。

保健相談センター

◎介護予防筋力向上トレーニング日程

※詳細についてはお問い合わせください。

31　平成２８年４月



境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　運転免許の更新手続は、誕生日の前後１カ月の２カ月間行うこと

ができます。大型連休中の４月２９日（金・祝）から５月８日（日）

までの間で、西部地区運転免許センター（米子市）で更新業務を行っ

ている日は下記のとおりです。

▼更新業務 実施日　５月２日（月）、６日（金）

　例年、大型連休中とその前後の週は大変混雑します。特に、４月

２５日から２８日、５月２日、６日、９日、１０日は各地区運転免

許センターとも大変な混雑が予想されます。

　運転免許の更新手続きは、余裕を持って行うようにしましょう。

▼問い合わせ先　◇境港警察署（☎４４－０１１０）

　　　　　　　　◇西部地区運転免許センター

　　　　　　　　　　　　　　 （☎２２－４６０７）

　電力の小売全面自由化が
　　　　　　　　　スタートしました
　これまで、家庭で使用する電気は、各地域の特定の

電力会社からしか購入できませんでしたが、平成２８

年４月１日から電力の小売が全面自由化され、一般家

庭でも国に登録された事業者の中から、それぞれのラ

イフスタイルや価値観に合った購入先を自由に選ぶこ

とができるようになりました。

　新たに契約を結ぶ場合、電気を売る会社には電気料

金や解約時の条件などを十分説明する義務があります

ので、十分に説明を聞いた上で契約を結ぶようにしま

しょう。

　なお、何も手続きを行わなければ、現在契約中の電

力会社から今までどおり電気が供給されます。

　電気の小売全面自由化の詳細や登録事業者の一覧は

経済産業省・資源エネルギー庁ホームページで確認で

きます。また、個別のサービス内容については各事業

者へ直接お問い合わせください。

〇経済産業省・資源エネルギー庁ホームページＵＲＬ

　http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electric/electricity_liberalization/

▼問い合わせ先
　経済産業省資源エネルギー庁　専用ダイヤル　（☎０５７０－０２８－５５５）
　（受付時間：土・日・祝日、年末年始を除く　午前９時～午後６時）

大型連休中の運転免許の更新手続きについて
市 民 運 動 会

市内全校区で

 ５月８日（日）開催
◇ところ　各小学校グラウンド

◇雨天等、中止時の予備開催日

は、５月１５日（日）です。

　※変更の場合あり

◇市民運動会は毎年５月の第２

　日曜日に開催されます。

informationinformation

市報さかいみなと　32



　　 子育てひろば

地域子育て支援センター
きらきら・ひまわり情報

【巡回子育てプレイランド】　　

▼と　き　５月１０日（火）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　外江公民館　　　　　

▼内　容

　地域子育て支援センターひまわりのおもちゃを持って

出かけます。遊びに来てください。

※事前申し込みは不要

▼問い合わせ先

◇地域子育て支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

＊子育てサークルの活動についての問い合わせも受け付

けています。

美哉幼稚園 びさい交流会
【わくわくクラブ「体をつかってあそぼう」】

◇と　き　４月２１日（木）午前１０時～１１時３０分

※毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園（☎４２－２８３９）

聖心幼稚園 にこにこひろば
　【幼稚園で遊ぼう～園舎解放～】

　◇と　き　４月２３日（土）

　　　　　　午前１０時～１１時３０分

　※未就園児を対象に園庭開放しています。

　　◇平　日　午前１０時～正午

　　◇土曜日　午前９時～正午

　 ▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

乳児等へおむつ代が助成されます！

　　４月からの新たな事業として、１歳未満の乳児の

　養育者に対して、おむつ代が助成されます。

　　⇒詳細は２４ページをご覧ください。

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：30 ～ 11：30 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

　 ▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆各種相談会・健康診査の日程
内　容 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児
健康相談

 4 月 12 日（火）9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者 健康推進課
（☎ 47-1042）
※母子健康手帳を持参離乳食講習会  4 月 12 日（火）

10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50 ～ 11:30（9 カ月～ 1歳 6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と保護者

カウンセリング  4 月 18 日（月）14:00 ～ 16:00（※予約制） 市　民
健康推進課
（☎ 47-1043）

６カ月児
健康診査

 4 月 13 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年  9 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※母子健康手帳を持参

 5 月 25 日（水） 平成 27 年 10 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 4 月 28 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 26 年  9 月生まれの幼児

 5 月 12 日（木） 平成 26 年 10 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 4 月 14 日（木）
12：50 ／ 13：20

平成 25 年  3 月生まれの幼児

 5 月 19 日（木） 平成 25 年  4 月生まれの幼児

　詳細は各施設にお問い合わせください。特に明記がない場

合、会場は問い合わせ先と同じです。

（各内容とも、会場は保健相談センターです）
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フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　第８回認知症になっても安心して暮らせるまちづく

り市民大会が、文化ホールで行われました。

　認知症予防自主サークルによる、体操や歌、小学生

との交流などの活動報告や、講師の大井博司さんから、

認知症になりにくい地域をつくることの大切さについ

ての講演がありました。参加した市民約４００人は一

緒に歌ったり、講演では真剣に耳を傾けていました。

認知症予防は地域ぐるみで
　認知症予防市民大会を２月２７日（土）に開催

　「小さな親切」運動山陰本部より、運動の一環とし

て４点支持式のつえ１０本を寄贈いただきました。

　この運動では、福祉用具の寄贈、海浜清掃、紙芝居

キャラバンなどの地域支援に取り組んでおられます。

　今回、寄贈いただいたつえは、市民の皆さんに活用

していただけるように、市役所の庁舎や各地区の公民

館に配置しています。

地域を支える支援運動
　市へ４点支持式つえの寄贈を受けました

　今年度、ブックスタート事業は１５周年を迎えます。

それを記念して、３月６日（日）に保健相談センター

で講演会が開催されました。

　ブックスタート体験者の親子からの報告や、絵本作

家の黒井健さんを講師に迎え、ブックスタート活動の

意義などを講演いただきました。訪れた約１５０人は

ブックスタートの活動に理解を深めました。

絵本で育む親子の時間
　ブックスタート講演会 開催

　境港市出身の声楽家とマケドニア共和国文化大使ら

による、国際交流音楽祭が３月１２日（土）に文化ホー

ルで開催されました。

　マケドニア共和国文化大使であるブラゴイ・ナコス

キさん、境港市出身の小鉄和広さんや徳山奈奈さん、

シンフォニー少年少女合唱団らが出演し、訪れた約

３６０人の聴衆は、迫力ある歌声に聴き入っていました。

迫力ある歌声 聴衆を魅了
　第２回 国際交流音楽祭 開催
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  4 月 14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  4 月  8 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談  4 月 15 日（金） 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 4 月 14 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

－境港市の人口－
　　男　：16,944 人（＋ 1）
　　女　：18,246 人（ー 19）
　合　計：35,190 人（ー 18）
　世帯数：15,190 世帯（ー 3）

　※平成 28 年 2 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
マンボウのはく製展示 １０周年企画
（～４月１０日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

４月　２日（土）

４月１６日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万
葉集』を読もう」　

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

４月１２日（火）
動物愛護啓発のための写真展
（～４月１７日（日））

市 民 会 館
展 示 室

10：00 ～ 19：00
鳥取県動物愛護議員連盟
☎ 30 － 2269

無　料

４月１３日（水）
特別展「弓浜絣と伯州綿」
（～６月１３日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

４月２３日（土）絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）
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佐々木 音
の

乃
の

 ちゃん（H27.8.21 生） と

お母さんの 理
り

枝
え

子
こ

 さん（高松町）

大島 岳
たける

琉 ちゃん（H27.8.11 生） と

お母さんの 美
み す ず

鈴 さん（蓮池町）

河津 穂
ほのか

花 ちゃん（H27.8.11 生） と

お母さんの 紗
さ え こ

恵子 さん（夕日ヶ丘）

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ電話をかけたらよいかわからない場合、

お気軽に代表番号にお電話ください。

　ご要件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

市役所代表番号

☎０８５９‐４４‐２１１１

みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

□材料（４人前）
　○イワシのすり身

　　　　  　    （ 200ｇ）

　○たまねぎ

              ( 中１／３個 )

　○にんじん

           ( 中１／１０本 )

　○卵 ( Ｍ１／２個 )

　○片栗粉 ( 大さじ２)

　○しょうが汁

　　　　　  （小さじ１）

　○塩（少々）

○揚げ油 ( 適量 )

［☆］

　○砂糖   ( 大さじ１)

　○しょうが汁

　　　　　( 小さじ１)

　○しょうゆ

               ( 小さじ２)

　○酒 ( 少々 )

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  12

　境漁港は、平成４年から８年まで５年間、水揚げ日本一

で、この頃の主力は、マイワシでした。

　安くて美味しい加工品がその頃に多く生産され、また家

庭でも様々なイワシ料理が食卓を賑せていました。

　しかし、平成９年頃から全国的にイワシが激減し、食べ

る機会も減って来ていましたが、ここ数年で、少しずつ増

加傾向にあります。

　今回は、水揚げ日本一だった頃によく調理されていた、

懐かしい逸品料理をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ イワシ団子の甘辛煮

□作り方
①たまねぎ、にんじんをみじん切りにする。

②イワシのすりみに①と卵、片栗粉、しょうが汁、塩

　を加えて混ぜ合わせ、団子を作り、揚げる。

③［☆］の材料を煮立て、②をからめる。

※［☆］を煮立てる時は、焦げやすいので注意する。

※揚げた団子は、カレー、シチュー、煮物、椀種など

　に使ってもよい。


